


 
 

授業科目〈シラバス〉について 
 
この「２０１９授業科目〈シラバス〉」は、平成 31 年度に美術工芸学部で開講される専門
教育科目について、各担当教員から提出された授業計画（シラバス）をまとめたものです。

履修計画や年間の学習計画を立てる際に利用してください。 
なお、総合教育科目、共通教育科目及び教職に関する科目は別冊となっています。 
 
 
１．実技の授業科目は、その多くが複数の実習（課題）で構成されています。この場合、

授業科目の頁のあとに実習（課題）ごとのシラバスが記載されていることがあります。 
 
２．今年度開講する科目のみを掲載しています。 

 
３．集中講義科目については、単位数・学期欄に（集中）と表記されています。 

 
４．担当教員名欄の（名）は名誉教授を、（客）は客員教授を、（非）は非常勤講師を表し

ます。 
 

５．■履修上の留意点には、履修の条件や注意事項のほかに、授業外の学習を含めて履修

にあたり心掛けるべき点、学生への要望等が記載されています。 
 

６．その他、本学の授業科目には科目名の末尾に番号等が付されているものがあります。

これらは、科目開設の趣旨や性格、また分類上のルールがありますので、入学時に配

布された履修案内等を確認してください。 



平成31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成30年度以降入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

絵
画

必修主要

21110 絵画基礎 5 1 前 実技 1
21112 日本画Ⅰ 6 1 後 実技 7
21113 箔 2 1 後 演習 12
21213 日本画Ⅱ－Ⅰ 6 2 前 実技 13
21214 日本画Ⅱ－Ⅱ 7 2 後 実技 15
21121 油画Ⅰ 7 1 後 実技 21
21223 油画Ⅱ－Ⅰ 6 2 前 実技 25
21224 油画Ⅱ－Ⅱ 7 2 後 実技 29
21231 絵画特論Ⅰ 2 1 通年 講義 42
21331 絵画特論Ⅱ 2 2 通年 講義 43
21291 古美術研究 4 2 後期 演習 44

必修専攻
専門関連

21132 彫刻（絵） 2 1 前 演習 45
21133 デザイン（絵） 2 1 前 演習 46
21209 工芸（絵） 2 2 前 演習 47

彫
刻

必修主要

22110 デッサン 1 1 前 実技 48
22113 彫刻Ⅰ－Ⅰ 5 1 前 実技 49
22114 彫刻Ⅰ－Ⅱ 7 1 後 実技 53
22213 彫刻Ⅱ－Ⅰ 6 2 前 実技 56
22214 彫刻Ⅱ－Ⅱ 6 2 後 実技 59
22215 構成 1 2 後 実技 62
22231 彫刻特論Ⅰ 2 2 通年 講義 69
22291 古美術研究 4 2 後 演習 71

必修専攻
専門関連

22121 絵画（彫） 2 1 前 演習 72
22209 デザイン（彫） 2 2 前 演習 73
22132 美術解剖学Ⅰ (骨 ) 2 1 ～ 4 前 講義 75

選択専攻
専門関連 22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講

芸
術
学

必修主要

23110 素描（芸） 2 1 前 演習 76
23114 実技研究（絵画） 3 1 後 実技 78
23115 実技研究（表現） 2 1 後 実技 81
23113 基礎演習 2 1 後 演習 84
23217 学外研究 4 2 後 演習 85

必修専攻
専門関連

23151 絵画（芸） 2 1 前 演習 87
23152 彫刻（芸） 2 1 前 演習 88
23153 デザイン（芸） 2 1 前 演習 89
23154 工芸（芸） 2 1 前 演習 90

選択主要

23431 語学演習Ａ（英語） 4 2～ 4 通年 演習 100
23432 語学演習Ｂ（独語） 4 2～ 4 通年 演習 102
23433 語学演習Ｃ（仏語） 4 2～ 4 通年 演習 103
23434 語学演習Ｄ（伊語） 4 2～ 4 通年 演習 104
23435 原典研究Ａ（古文書） 4 2～ 4 通年 演習 105
23436 原典研究Ｂ（漢文） 4 2～ 4 通年 演習 休講
23437 原典研究Ｃ（ラテン語） 4 2～ 4 通年 演習 106
23438 美学特講 2 2～ 4 前 講義 107
23439 芸術学特講 2 2～ 4 後 講義 108
23440 東洋美術史特講 2 2～ 4 前 講義 109
23228 日本美術史特講 2 2～ 4 後 講義 110
23441 西洋美術史特講 2 2～ 4 前 講義 111
23227 比較芸術学特講 2 2～ 4 後 講義 112

選択専攻
専門関連

23330 絵画演習Ａ 2 2～ 3 前 演習 281
23331 絵画演習Ｂ 2 2～ 3 後 演習 282
23261 彫刻演習Ａ 2 2～ 3 前 演習 284
23262 彫刻演習Ｂ 2 2～ 3 後 演習 285
23334 デザイン演習Ａ 2 2～ 3 前 演習 287
23335 デザイン演習Ｂ 2 2～ 3 後 演習 288
23336 工芸演習Ａ 2 2～ 3 前 演習 290
23337 工芸演習Ｂ 2 2～ 3 後 演習 291



平成31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成30年度以降入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

デ
ザ
イ
ン

必修主要

24112 デザインⅠ 3 1 前 実技 113
24113 木工芸基礎 2 1 後 演習 116
24114 立体造形（デ） 2 1 後 演習 117
24115 素描（デ） 1 1 後 実技 118
24116 色彩構成 2 1 後 演習 119
24117 空間構成 2 1 後 演習 120
24223 デザインⅡ－Ⅰ 7 2 前 実技 121
24224 デザインⅡ－Ⅱ 7 2 後 実技 127

必修専攻
専門関連

24121 絵画（デ） 2 1 前 演習 147
24123 彫刻（デ） 2 1 前 演習 148
24124 工芸（デ） 2 1 前 演習 149

選択専攻
専門関連

24132 西洋建築史 2 1～ 4 前 講義 308
24133 日本建築史 2 1～ 4 後 講義 309
24153 クラフトデザイン計画 2 1～ 4 後 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 後 講義 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 前 講義 312
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 演習 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 前 講義 315
24184 人間工学 2 1～ 4 後 講義 327
24251 図学 2 1～ 4 前 演習 316

工
芸

必修主要

25112 描写 1 1 前 実技 150
25113 色彩 1 1 前 実技 151
25114 立体構成 1 1 前 実技 152
25101 工芸Ⅰ 7 1 後 実技 153
25209 工芸Ⅱ 5 2 前 実技 158
25261 立体造形（工） 1 2 前 実技 164
25262 版画 1 2 前 実技 165
25221 染Ⅰ 7 2 後 実技 167
25231 織Ⅰ 7 2 後 実技 185
25232 繊維科学 2 2 後 講義 206
25222 染色化学 2 2 後 講義 207
25211 陶芸Ⅰ 7 2 後 実技 209
25212 窯業化学 2 2 後 講義 226
25241 漆芸Ⅰ 7 2 後 実技 228
25242 漆芸科学　 2 2 後 講義 249

必修専攻
専門関連

25102 絵画（工） 2 1 前 演習 251
25103 彫刻（工） 2 1 前 演習 252
25104 デザイン（工） 2 1 前 演習 253

選択専攻
専門関連

25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322
25177 色彩論 2 1～ 4 前 講義 326



平成31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成30年度以降入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

全
専
攻
対
象
（
一
部
専
攻
除
く
科
目
あ
り
）

選択共通
専門関連

22132 美術解剖学Ⅰ（骨） 2 1～ 4 前 講義 75
22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講
22202 金属演習 2 2～ 4 後 演習 292
23125 芸術心理学 2 1～ 4 後 講義 293
23126 芸術学 2 1～ 4 前 講義 294
23135 彫刻史 2 1～ 4 前 講義 休講
23136 デザイン史 2 1～ 4 前 講義 295
23137 工芸史 2 1～ 4 前 講義 296
23138 絵画史 2 1～ 4 後 講義 297
23141 書道史 2 1～ 4 前 講義 298
23142 現代芸術論Ａ 2 1～ 4 後 講義 299
23143 現代芸術論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 300
23145 一般芸術学 2 1～ 4 後 講義 301
23146 日本美術史 2 1～ 4 前 講義 302
23147 東洋美術史 2 1～ 4 前 講義 303
23148 西洋美術史Ａ 2 1～ 4 前 講義 304
23149 西洋美術史Ｂ 2 1～ 4 後 講義 305
24132 西洋建築史 2 1～ 4 前 講義 308
24133 日本建築史 2 1～ 4 後 講義 309
24153 クラフトデザイン計画 2 1～ 4 後 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 後 講義 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 前 講義 312
24163 図法及び製図Ａ 2 1～ 4 前 演習 330
24164 図法及び製図Ｂ 2 1～ 4 後 演習 331
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 演習 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 前 講義 315
24184 人間工学 2 1～ 4 後 講義 327
24251 図学 2 1～ 4 前 演習 316
24252 ＣＧ基礎 2 2～ 4 後 演習 317
25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322
25177 色彩論 2 1～ 4 前 講義 326

自由科目 21202 写真演習 2 1～ 4 後 演習 335
24202 スクリーン印刷演習 2 2～ 4 後 演習 336



平成 31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成 29年度入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

絵
画

必修主要
21311 日本画Ⅲ 14 3 通年 実技 18
21321 油画Ⅲ 14 3 通年 実技 32
21331 絵画特論Ⅱ 2 2 通年 講義 43
21291 古美術研究 4 2 後 演習 44

選択専攻
専門関連

21431 西洋建築史概説Ａ 2 1～ 4 前 講義 255
21432 日本建築史概説Ａ 2 1～ 4 後 講義 256
21433 ビジュアルデザイン概論 2 1～ 4 前 講義 257
21434 視覚伝達概論Ａ 2 1～ 4 前 演習 258
21435 視覚伝達概論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 259
21436 陶磁史概説Ａ 2 1～ 4 前 講義 260
21437 染織工芸史概説Ａ 2 1～ 4 前 講義 261
21438 生活造形概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 262
21439 装飾概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 263
21440 漆芸概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 264

彫
刻

必修主要

22112 彫刻ⅠＢ 7 1 後 実技 －
22212 彫刻Ⅱ 13 2 通年 実技 －
22312 彫刻Ⅲ 13 3 通年 実技 63
22231 彫刻特論Ⅰ 2 2 通年 講義 69
22331 彫刻特論Ⅱ 2 3 通年 講義 70
22291 古美術研究 4 2 後 演習 71

専攻専門
関連

22207 デザインＢ 2 2 前 演習 －
22208 工芸Ｂ 2 3 前 演習 74

選択専攻
専門関連

22132 美術解剖学Ⅰ（骨） 2 1～ 4 前 講義 75
22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講
22421 西洋建築史概説Ｂ 2 1～ 4 前 講義 265
22422 日本建築史概説Ｂ 2 1～ 4 後 講義 266
22423 クラフトデザイン計画概論 2 1～ 4 後 講義 267
22424 プロダクトデザイン概論 2 1～ 4 後 講義 268
22425 環境造形概論 2 1～ 4 前 講義 269
22426 陶磁史概説Ｂ 2 1～ 4 前 講義 270
22427 染織工芸史概説Ｂ 2 1～ 4 前 講義 271
22428 生活造形概論Ｂ 2 1～ 4 後 講義 272
22429 装飾概論Ｂ 2 1～ 4 後 講義 273
22430 漆芸概論Ｂ 2 1～ 4 後 講義 274
23112 実技研究 5 1 後 実技 77

必修主要 23113 基礎演習 2 1 後 演習 84

芸
術
学

23217 学外研究 4 2 後 演習 85

選択主要

23421 美学演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 91
23422 美学演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 91
23423 芸術学演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 92
23424 芸術学演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 93
23425 日本美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 94
23426 日本美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 95
23427 東洋美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 96
23428 東洋美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 96
23429 西洋美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 97
23430 西洋美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 97
23442 芸術文化論演習 4 3～ 4 通年 演習 98
23431 語学演習Ａ（英語） 4 2～ 4 通年 演習 100
23432 語学演習Ｂ（独語） 4 2～ 4 通年 演習 102
23433 語学演習Ｃ（仏語） 4 2～ 4 通年 演習 103
23434 語学演習Ｄ（伊語） 4 2～ 4 通年 演習 104
23435 原典研究Ａ（古文書） 4 2～ 4 通年 演習 105
23436 原典研究Ｂ（漢文） 4 2～ 4 通年 演習 休講
23437 原典研究Ｃ（ラテン語） 4 2～ 4 通年 演習 106
23438 美学特講 2 2～ 4 前 講義 107
23439 芸術学特講 2 2～ 4 後 講義 108



平成 31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成 29年度入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

芸
術
学

選択主要
23440 東洋美術史特講 2 2～ 4 前 講義 109
23228 日本美術史特講 2 2～ 4 後 講義 110
23441 西洋美術史特講 2 2～ 4 後 講義 111
23227 比較芸術学特講 2 2～ 4 後 講義 112

選択専攻
専門関連

23125 芸術心理学 2 1～ 4 後 講義 293
23126 芸術学 2 1～ 4 前 講義 294
23135 彫刻史 2 1～ 4 前 講義 休講
23136 デザイン史 2 1～ 4 前 講義 295
23137 工芸史 2 1～ 4 前 講義 296
23138 絵画史 2 1～ 4 後 講義 297
23141 書道史 2 1～ 4 前 講義 298
23142 現代芸術論Ａ 2 1～ 4 後 講義 299
23143 現代芸術論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 300
23145 一般芸術学 2 1～ 4 後 講義 301
23146 日本美術史 2 1～ 4 前 講義 302
23147 東洋美術史 2 1～ 4 前 講義 303
23148 西洋美術史Ａ 2 1～ 4 前 講義 304
23149 西洋美術史Ｂ 2 1～ 4 後 講義 305
23320 絵画演習 4 2～ 3 通年 演習 274
23321 彫刻演習 4 2～ 3 通年 演習 277
23322 デザイン演習 4 2～ 3 通年 演習 286
23323 工芸演習 4 2～ 3 通年 演習 289
23443 陶磁史概説Ｃ 2 1～ 4 前 講義 275
23444 染織工芸史概説Ｃ 2 1～ 4 前 講義 276
23445 生活造形概論Ｃ 2 1～ 4 後 講義 277
23446 装飾概論Ｃ 2 1～ 4 後 講義 278
23447 漆芸概論Ｃ 2 1～ 4 後 講義 279

デ
ザ
イ
ン

必修主要

24341 デザインⅢＡ 7 3 前 実技 133
24342 デザインⅢＢ 7 3 後 実技 139
24331 デザイン特別演習 2 3 後 演習 145
24391 学外研究 4 3 後 演習 146

選択専攻
専門関連

24132 西洋建築史 2 1～ 4 前 講義 308
24133 日本建築史 2 1～ 4 後 講義 309
24153 クラフトデザイン計画 2 1～ 4 後 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 後 講義 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 前 講義 312
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 演習 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 前 講義 325
24182 色彩論 2 1～ 4 前 講義 326
24184 人間工学 2 1～ 4 後 講義 327
24251 図学 2 1～ 4 前 演習 316
24252 ＣＧ基礎 2 2～ 4 後 演習 317

選択共通
専門関連

25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322



平成 31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成 29年度入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

工
芸

必修主要

25321 染Ⅱ 14 3 通年 実技 173
25331 織Ⅱ 14 3 通年 実技 190
25322 染織特別演習 2 3 後 演習 208
25311 陶芸Ⅱ 14 3 通年 実技 214
25312 陶芸特別演習 2 3 通年 演習 227
25341 漆芸Ⅱ 14 3 通年 実技 235
25342 漆芸特別演習 2 3 前 演習 250

選択専攻
専門関連

25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25162 図法及び製図 4 1～ 4 通年 演習 328
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322
25172 絵画史概説 2 1～ 4 後 講義 323
25173 彫刻史概説 2 1～ 4 前 講義 休講
25174 現代芸術概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 324
25175 現代芸術概論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 325
25176 沖縄美術工芸史概説 2 1～ 2 後 講義 休講

全
専
攻
対
象
（
一
部
専
攻
除
く
科
目
あ
り
）

選択共通
専門関連

22132 美術解剖学Ⅰ（骨） 2 1～ 4 前 講義 75
22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講
22202 金属演習 2 2～ 4 後 演習 292
23125 芸術心理学 2 1～ 4 後 講義 293
23126 芸術学 2 1～ 4 前 講義 294
23135 彫刻史 2 1～ 4 前 講義 休講
23136 デザイン史 2 1～ 4 前 講義 295
23137 工芸史 2 1～ 4 前 講義 296
23138 絵画史 2 1～ 4 後 講義 297
23141 書道史 2 1～ 4 前 講義 298
23142 現代芸術論Ａ 2 1～ 4 後 講義 299
23143 現代芸術論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 300
23145 一般芸術学 2 1～ 4 前 講義 301
23146 日本美術史 2 1～ 4 前 講義 302
23147 東洋美術史 2 1～ 4 後 講義 303
23148 西洋美術史Ａ 2 1～ 4 前 講義 304
23149 西洋美術史Ｂ 2 1～ 4 後 講義 305
24132 西洋建築史 2 1～ 4 後 講義 308
24133 日本建築史 2 1～ 4 後 講義 309
24153 クラフトデザイン計画 2 1～ 4 前 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 前 演習 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 後 演習 312
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 講義 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 後 講義 315
24182 色彩論 2 1～ 4 前 演習 326
24184 人間工学 2 2～ 4 後 演習 327
24251 図学 4 1～ 4 通年 演習 316
24252 ＣＧ基礎 2 1～ 4 後 演習 317
25162 図法及び製図 2 2～ 4 後 演習 328

自由科目 21202 写真演習 2 1～ 4 後 演習 335
24202 スクリーン印刷演習 2 2～ 4 後 演習 336



平成 31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成 28年度入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

絵
画

必修主要
21311 日本画Ⅲ 14 3 通年 実技 18
21411 日本画Ⅳ 15 4 通年 実技 20
21321 油画Ⅲ 14 3 通年 実技 32
21421 油画Ⅳ 15 4 通年 実技 39

選択専攻
専門関連

21431 西洋建築史概説Ａ 2 1～ 4 前 講義 256
21432 日本建築史概説Ａ 2 1～ 4 後 講義 256
21433 ビジュアルデザイン概論 2 1～ 4 前 講義 257
21434 視覚伝達概論Ａ 2 1～ 4 前 演習 258
21435 視覚伝達概論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 259
21436 陶磁史概説Ａ 2 1～ 4 前（集中） 講義 260
21437 染織工芸史概説Ａ 2 1～ 4 前 講義 261
21438 生活造形概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 262
21439 装飾概論Ａ 2 1～ 4 後（集中） 講義 263
21440 漆芸概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 264

彫
刻

必修主要
22311 彫刻Ⅲ 14 3 通年 実技 63
22411 彫刻Ⅳ 15 4 通年 実技 68
22331 彫刻特論Ⅱ 2 3 通年 講義 70

選択専攻
専門関連

22132 美術解剖学Ⅰ (骨 ) 2 1 ～ 4 前 講義 75
22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講
22421 西洋建築史概説Ｂ 2 1～ 4 前 講義 265
22422 日本建築史概説Ｂ 2 1～ 4 後 講義 266
22423 クラフトデザイン計画概論 2 1～ 4 後（集中） 講義 267
22424 プロダクトデザイン概論 2 1～ 4 後 講義 268
22425 環境造形概論 2 1～ 4 前 講義 269
22426 陶磁史概説Ｂ 2 1～ 4 前（集中） 講義 270
22427 染織工芸史概説Ｂ 2 1～ 4 前 講義 271
22428 生活造形概論Ｂ 2 1～ 4 後 講義 272
22429 装飾概論Ｂ 2 1～ 4 後（集中） 講義 273
22430 漆芸概論Ｂ 2 1～ 4 後 講義 274

芸
術
学

必修主要 23411 卒業論文 5 4 通年 演習 86

選択主要

23421 美学演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 91
23422 美学演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 91
23423 芸術学演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 92
23424 芸術学演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 93
23425 日本美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 94
23426 日本美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 95
23427 東洋美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 96
23428 東洋美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 96
23429 西洋美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 97
23430 西洋美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 97
23442 芸術文化論演習 4 3～ 4 通年 演習 98
23431 語学演習Ａ（英語） 4 2～ 4 通年 演習 100
23432 語学演習Ｂ（独語） 4 2～ 4 通年 演習 102
23433 語学演習Ｃ（仏語） 4 2～ 4 通年 演習 103
23434 語学演習Ｄ（伊語） 4 2～ 4 通年 演習 104
23435 原典研究Ａ（古文書） 4 2～ 4 通年 演習 105
23436 原典研究Ｂ（漢文） 4 2～ 4 通年 演習 休講
23437 原典研究Ｃ（ラテン語） 4 2～ 4 通年 演習 106
23438 美学特講 2 2～ 4 通年 講義 107
23439 芸術学特講 2 2～ 4 通年 講義 108
23440 東洋美術史特講 2 2～ 4 通年 講義 109
23228 日本美術史特講 2 2～ 4 通年 講義 110
23441 西洋美術史特講 2 2～ 4 通年 講義 111
23227 比較芸術学特講 2 2～ 4 通年 講義 112

選択専攻
専門関連

23125 芸術心理学 2 1～ 4 後 講義 293
23126 芸術学 2 1～ 4 前 講義 294
23135 彫刻史 2 1～ 4 前 講義 休講
23136 デザイン史 2 1～ 4 前 講義 295
23137 工芸史 2 1～ 4 前 講義 296
23138 絵画史 2 1～ 4 後 講義 297



平成 31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成 28年度入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

芸
術
学

選択専攻
専門関連

23141 書道史 2 1～ 4 前 講義 298
23142 現代芸術論Ａ 2 1～ 4 後 講義 299
23143 現代芸術論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 300
23145 一般芸術学 2 1～ 4 後 講義 301
23146 日本美術史 2 1～ 4 前 講義 302
23147 東洋美術史 2 1～ 4 前 講義 303
23148 西洋美術史Ａ 2 1～ 4 前 講義 304
23149 西洋美術史Ｂ 2 1～ 4 後 講義 305
23320 絵画演習 4 2～ 3 通年 演習 274
23321 彫刻演習 4 2～ 3 通年 演習 283
23322 デザイン演習 4 2～ 3 通年 演習 286
23323 工芸演習 4 2～ 3 通年 演習 289
23443 陶磁史概説Ｃ 2 1～ 4 前 講義 275
23444 染織工芸史概説Ｃ 2 1～ 4 前 講義 276
23445 生活造形概論Ｃ 2 1～ 4 後 講義 277
23446 装飾概論Ｃ 2 1～ 4 後（集中） 講義 278
23447 漆芸概論Ｃ 2 1～ 4 後 講義 279
23442 芸術文化論演習 4 3～ 4 通年 演習 98

デ
ザ
イ
ン

必修主要

24341 デザインⅢＡ 7 3 前 実技 133
24342 デザインⅢＢ 7 3 後 実技 139
24431 デザインⅣ 15 4 通年 実技 144
24331 デザイン特別演習 2 3 後 演習 145
24391 学外研究 4 3 後 演習 146

選択専攻
専門関連

24131 建築史 4 1～ 4 通年 講義 306
24153 クラフトデザイン計画 2 1～ 4 後 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 後 講義 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 前 講義 312
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 演習 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 前 講義 315
24182 色彩論 2 1～ 4 前 講義 326
24184 人間工学 2 1～ 4 後 講義 327
24251 図学 2 1～ 4 前 演習 316
24252 ＣＧ基礎 2 2～ 4 後 演習 317

選択共通
専門関連

25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322

工
芸

必修主要

25433 染Ⅲ 15 4 通年 実技 182
25331 織Ⅱ 14 3 通年 実技 190
25434 織Ⅲ 15 4 通年 実技 202
25222 染色化学 2 2 後 講義 207
25322 染織特別演習 2 3 前 演習 208
25411 陶芸Ⅲ 15 4 通年 実技 223
25341 漆芸Ⅱ 14 3 通年 実技 235
25442 漆芸Ⅲ 15 4 通年 実技 246
25242 漆芸科学 2 2 後 講義 249
25342 漆芸特別演習 2 3 前 演習 250
25391 古美術研究 4 3 後 演習 166

選択専攻
専門関連

25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25162 図法及び製図 4 1～ 4 通年 演習 328
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322
25172 絵画史概説 2 1～ 4 通年 講義 323
25173 彫刻史概説 2 1～ 4 前 講義 休講
25174 現代芸術概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 324
25175 現代芸術概論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 325



平成 31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成 28年度入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

全
専
攻
対
象
（
一
部
専
攻
除
く
科
目
あ
り
）

選択共通
専門関連

22132 美術解剖学Ⅰ（骨） 2 1～ 4 前 講義 75
22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講
22202 金属演習 2 2～ 4 後 演習 292
23125 芸術心理学 2 1～ 4 後 講義 293
23126 芸術学 2 1～ 4 前 講義 294
23135 彫刻史 2 1～ 4 前 講義 休講
23136 デザイン史 2 1～ 4 前 講義 295
23137 工芸史 2 1～ 4 前 講義 296
23138 絵画史 2 1～ 4 後 講義 297
23141 書道史 2 1～ 4 前 講義 298
23142 現代芸術論Ａ 2 1～ 4 後 講義 299
23143 現代芸術論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 300
23145 一般芸術学 2 1～ 4 後 講義 301
23146 日本美術史 2 1～ 4 前 講義 302
23147 東洋美術史 2 1～ 4 前 講義 303
23148 西洋美術史Ａ 2 1～ 4 前 講義 304
23149 西洋美術史Ｂ 2 1～ 4 後 講義 305
24131 建築史 4 1～ 4 通年 講義 306
24153 クラフトデザイン計画 2 1～ 4 後 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 後 講義 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 前 講義 312
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 演習 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 前 講義 315
24182 色彩論 2 1～ 4 前 講義 326
24184 人間工学 2 1～ 4 後 講義 327
24251 図学 2 1～ 4 前 演習 316
24252 ＣＧ基礎 2 2～ 4 後 演習 317
25162 図法及び製図 4 1～ 4 通年 演習 328

自
由
科
目

デザイン
24203 絵画Ｃ 3 2～ 4 通年 演習 334
24204 彫刻Ｃ 4 2～ 4 前 演習 334
24205 工芸Ｄ 4 2～ 4 通年 演習 334

彫刻
22203 絵画Ａ 3 2～ 4 通年 演習 334
22204 デザインＢ 3 1～ 4 通年 演習 334
22205 工芸Ｂ 4 2～ 4 通年 演習 334

工芸
25203 絵画Ｄ 3 2～ 4 通年 演習 334
25204 彫刻Ｄ 4 2～ 4 前 演習 334
25205 デザインＤ 3 1～ 4 通年 演習 334

芸術学
23101 絵画Ｂ 3 2～ 4 通年 演習 334
23102 彫刻Ｂ 4 2～ 4 前 演習 334
23103 デザインＣ 3 1～ 4 通年 演習 334
23104 工芸Ｃ 4 2～ 4 通年 演習 334

絵画
21203 彫刻Ａ 4 2～ 4 前 演習 334
21204 デザインＡ 3 1～ 4 通年 演習 334
21205 工芸Ａ 4 2～ 4 通年 演習 334

自由科目 21202 写真演習 2 1～ 4 後 演習 335
24202 スクリーン印刷演習 2 2～ 4 後 演習 336



平成31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成27年度以前入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

絵画 必修主要 21411 日本画Ⅳ 15 4 通年 実技 20
21421 油画Ⅳ 15 4 通年 実技 39

彫刻 必修
主要

22311 彫刻Ⅲ 14 3 通年 実技 63
22411 彫刻Ⅳ 15 4 通年 実技 68

芸
術
学

必修主要

23228 日本美術史特講 2 2～ 4 前 講義 111
23411 卒業論文 5 4 通年 演習 86
23421 美学演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 91
23422 美学演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 91
23424 芸術学演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 93
23425 日本美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 94
23426 日本美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 95
23428 東洋美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 96
23430 西洋美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 97
23432 語学演習Ｂ（独語） 4 2～ 4 通年 演習 102
23434 語学演習Ｄ（伊語） 4 2～ 4 通年 演習 104
23435 原典研究Ａ（古文書） 4 2～ 4 通年 演習 105
23437 原典研究Ｃ（ラテン語） 4 2～ 4 通年 演習 106
23438 美学特講 2 2～ 4 前 講義 107

選択
専門関連

23320 絵画演習 4 2～ 3 通年 演習 280
23321 彫刻演習 4 2～ 3 通年 演習 283
23322 デザイン演習 4 2～ 3 通年 演習 286

デ
ザ
イ
ン

必修主要

24331 デザイン特別演習 2 3 後 演習 145
24341 デザインⅢＡ 7 3 前 実技 133
24342 デザインⅢＢ 7 3 後 実技 139
24391 学外研究 4 3 後 演習 146
24431 デザインⅣ 15 4 通年 実技 144

工
芸 必修主要

25321 染Ⅱ 14 3 通年 実技 173
25421 染Ⅲ 15 4 通年 実技 182
25331 織Ⅱ 14 3 通年 実技 190
25431 織Ⅲ 15 4 通年 実技 202
25232 繊維科学 2 2 後 講義 206
25242 漆芸科学 2 2 後 講義 249
25311 陶芸Ⅱ 14 3 通年 実技 214
25411 陶芸Ⅲ 15 4 通年 実技 223
25312 陶芸特別演習 2 3 通年 演習 227
25341 漆芸Ⅱ 14 3 通年 実技 235
25441 漆芸Ⅲ 15 4 通年 実技 246
25322 染織特別演習 2 3 前 演習 208
25391 古美術研究 4 3 後 演習 166

全
専
攻
共
通

選択
専門関連

22132 美術解剖学Ⅰ（骨） 2 1～ 4 前 講義 75
22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講
22202 金属演習 2 2～ 4 後 演習 292
23125 芸術心理学 2 1～ 4 後 講義 293
23126 芸術学 2 1～ 4 前 講義 294
23136 デザイン史 2 1～ 4 前 講義 295
23137 工芸史 2 1～ 4 前 講義 296
23138 絵画史 2 1～ 4 後 講義 297
23141 書道史 2 1～ 4 前 講義 298
23142 現代芸術論Ａ 2 1～ 4 後 講義 299
23143 現代芸術論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 300
24131 建築史 4 1～ 4 通年 講義 306
24153 クラフトデザイン計画 2 2～ 4 後 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 後 講義 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 前 講義 312
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 演習 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 前 講義 315
24182 色彩論 2 1～ 4 後 講義 326
24184 人間工学 2 1～ 4 後 講義 327



平成31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成27年度以前入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

全
専
攻
共
通

選択
専門関連

24251 図学 2 1～ 4 前 演習 316
24252 ＣＧ基礎 2 2～ 4 後 演習 317
25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25162 図法及び製図 4 1～ 4 通年 演習 328
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322
23145 一般芸術学 2 1～ 4 後 講義 301
23146 日本美術史 2 1～ 4 前 講義 302
23147 東洋美術史 2 1～ 4 前 講義 303
23148 西洋美術史Ａ 2 1～ 4 前 講義 304
23149 西洋美術史Ｂ 2 1～ 4 後 講義 305

自由科目

21201 絵画 3 2～ 4 通年 演習 333
22201 彫刻 4 2～ 4 前 演習 333
24201 デザイン 3 1～ 4 通年 演習 333
25201 工芸 4 2～ 4 通年 演習 333
21202 写真演習 2 1～ 4 後 演習 335
24202 スクリーン印刷演習 2 2～ 4 後 演習 336



実務経験のある教員による授業科目（実践的教育を行う授業）
対象専攻等 区分 授業科目名 単位数 授業区分 教員名 職 担当形態 実務経験等 掲載頁

学
部

選
択
科
目

共通専門
関連科目

ビジュアルデザイン概論
ビジュアルデザイン論 2 講義 笹原浩造 准教授 単独 アートディレクター、化粧品会社宣

伝部勤務（1986～ 2010年）
257 
312

視覚伝達概論Ａ
視覚伝達論Ａ（印刷） 2 演習 赤嶺雅 教授 単独

グラフィックデザイナー、民間企業
（情報通信機械器具製造業、印刷業）
デザイン室勤務（1986～ 1992年）

258
313

視覚伝達概論Ｂ                    
視覚伝達論Ｂ（映像） 2 演習 仲本賢 教授 単独 映像作家 259

314
環境造形概論
環境造形論 2 講義 宮里武志 准教授 単独 設計事務所主宰、建築設計事務所等

勤務（1994～ 2002年）
269
315

日本美術史 2 講義 小林純子 教授 単独 公立博物館学芸員（1989～1994年） 302
西洋美術史Ｂ 2 講義 土屋誠一 准教授 単独 美術批評家 305
ＣＧ基礎 2 演習 真喜志康一 非常勤講師 単独 デザイン事務所経営 317

絵
画
専
攻

必
修
科
目
主要科目

日本画Ⅳ 15 実技
平山英樹 教授

複数
日本画家

20香川亮 准教授 画家
関谷理 講師 日本画家

油画Ⅳ 15 実技
田中睦治 教授

複数
美術家

39～ 41知花均 教授 版画家
髙﨑賀朗 准教授 画家

彫
刻
専
攻

必
修
科
目
主要科目

彫刻Ⅳ 15 実技

波多野泉 教授

複数

彫刻家

68
砂川泰彦 教授 彫刻家
河原圭佑 講師 彫刻家
長尾恵那 講師 彫刻家

彫刻特論Ⅱ 2 講義

波多野泉 教授

オムニバス

彫刻家

70
砂川泰彦 教授 彫刻家
河原圭佑 講師 彫刻家
長尾恵那 講師 彫刻家

芸
術
学
専
攻

選
択
科
目
主要科目

芸術学演習Ⅰ 4 演習 土屋誠一 准教授 単独 美術批評家 92
芸術学演習Ⅱ 4 演習 土屋誠一 准教授 単独 美術批評家 93
日本美術史演習Ⅰ 4 演習 小林純子 教授 単独 公立博物館学芸員（1989～1994年） 94
日本美術史演習Ⅱ 4 演習 小林純子 教授 単独 公立博物館学芸員（1989～1994年） 95
芸術学特講 2 講義 土屋誠一 准教授 単独 美術批評家 108
日本美術史特講 2 講義 小林純子 教授 単独 公立博物館学芸員（1989～1994年） 110

デ
ザ
イ
ン
専
攻

必
修
科
目
主要科目

デザインⅢＡ 7 実技

笹原浩造 准教授 複数 アートディレクター、化粧品会社宣
伝部勤務（1986～ 2010年）

133
134

高田浩樹 准教授 単独 デザイン事務所主宰 133
135

又吉浩 准教授 単独 アニメーション作家 133
136

宮里武志 准教授 単独 設計事務所主宰、建築設計事務所等
勤務（1994～ 2002年）

133
137

座波嘉克 教授 複数 プロダクトデザイナー 133
138

（インターンシップ） 複数 インターンシップＡ・Ｂ 133

デザインⅢＢ 7 実技

又吉浩 准教授 単独 アニメーション作家 139
140

高田浩樹 准教授 単独 デザイン事務所主宰 133
141

仲本賢 教授 複数 映像作家 139
142又吉浩 准教授 映像作家

赤嶺雅 教授 複数
グラフィックデザイナー、民間企業
（情報通信機械器具製造業、印刷業）
デザイン室勤務（1986～ 1992年）

139
143

（インターンシップ） 複数 インターンシップＣ・Ｄ 139

工
芸
専
攻

必
修
科
目
主要科目

染Ⅲ 15 実技 渡名喜はるみ 教授 複数 染色家 182～184名護朝和 教授 染色家

織Ⅲ 15 実技 真栄城興茂 教授 複数 染織家、織工房主宰 202
205花城美弥子 准教授 染織家

陶芸Ⅲ 15 実技 山田聡 教授 複数 陶芸家 223島袋克史 講師 陶芸家

漆芸Ⅲ 15 実技
糸数政次 教授

複数

漆芸家、県工芸振興センター勤務
（1990～ 2013年）

246～ 248水上修 教授 漆芸家
當眞茂 准教授 漆芸家



 

 

■テーマ   人体デッサン	

■授業の概要 

人体の在り様を形態のある塊として捉え、その動き、繋がりを実際のモデルを使って観察し、鉛筆で描写する。造

形表現の基礎となる素描を通して、対象の存在（形態と空間）を把握する的確な観察力と、基礎的な描写力を養う。	

■到達目標 

・ 基礎的な描写力を身につける。 
・ 対象の形態と空間を把握できる。 
・ 人体の構造を量塊の構成として捉えることができる。 
■授業計画・方法 

１．ガイダンス、クロッキー：対象(ヌードモデルの全身)の観察（人体の構造を考える。）	

２．クロッキー、デッサン：自然のあり様をフォルム(形態)で捉え、量塊を意識する。	

３．デッサン：対象の全体と部分の関係を意識し構図を決める。	

４．デッサン：対象を大きなフォルムで捉え、量塊を意識する。	

５．デッサン：量塊の構成、連続性によるムーブマン(動勢)を意識する。	

６．デッサン：対象の全体と部分の関係、存在する空間を意識する。	

７．デッサン：鉛筆の特性を理解し、濃淡からうまれる絵画的表現を理解する。	

８．デッサン：プロポーションの違い、位置関係を見直す。	

９．デッサン：画面上の全体と部分の関係を意識する。	

10．デッサン：観察の重要性を理解し、量塊の構成、連続性によるムーブマン(動勢)を意識する。	

11．デッサン：様々な部位が持つ量感、面の成り立ちを意識する。	

12．デッサン：鉛筆の濃淡の幅、人体の構造を確認する。	

13．デッサン：細部と全体のバランス、量感を意識し観察する。	

14．デッサン：作品として高い完成度を目指す。		

15．講評、自己評価、作品記録	

定期試験は実施しない。	

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む） 

・日頃から素描用具を携帯し、ドローイング、デッサン等を生活の一部とするよう心がけること。	

■成績評価の方法・基準 

□ 方法 平常点（制作への取組）40%、成果作品（デッサン）60%による総合評価 

□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 
■教科書・参考文献（資料）等 

□ テキスト 特になし	

□ 参考資料	 『素描論』（岩田弥富、芸大出版会）、学生参考作品 

	

科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

22110 デッサン 1単位 前期 １ 実技 
河原 圭佑 

早川 信志 
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	テーマ  彫刻の基礎	

	授業の概要 

石彫実習、塑造基礎、彫刻作品鑑賞を通して、一般的包括的な彫刻表現の概要を学び、彫刻表現にÝ要な基礎的造

形�をƌ�とと?に、彫刻の基本的な技法を修Ûする。	

	到達目標  

・ 観察を通してデッサン�及び基礎的造形�をůにつける。	
・ 量塊の構成による彫刻の構造を理解する。	
・ 石彫及び塑造の基本的技őを習Ûする。	
	授業計画・方法 

１．石彫実習１	 「Ůを彫る」ガイダンス、LスPース粘土塑造制作（éÖ：ĳÌ）	

２．石彫実習１	 ƀ. り（火造り）（éÖ：ĳÌ）	

３．石彫実習１	 石�り、ƀ. り（火造り）（éÖ：ĳÌ）	

４．石彫実習１	 粗彫り：YリİによるŖŗとし（Ůの構造の観察）（éÖ：ĳÌ）	

５．石彫実習１	 粗彫り：ƀによるå彫りå法の習Û（éÖ：ĳÌ）	

６．石彫実習１	 スライド及び参考作品鑑賞：日本、IWI、西洋及びĦĤĢ°ø代の石造物、彫刻（éÖ：ĳÌ）	

７．石彫実習１	 細部制作：	ビシkン、�トンgのçいöの習Û（éÖ：ĳÌ）	

８．石彫実習１	 細部制作：彫刻作品における全体と部分の関係を理解する。（éÖ：ĳÌ）	

９．石彫実習１	 ķき・~x"：作品をĕ şつめ、完成度をƐめる。（éÖ：ĳÌ）	

��．石彫実習１	 講評、自己評価（éÖ：ĳÌ）	

��．塑造基礎�	 デッサン、QsッPー、粘土練り（éÖ：波多野）	

��．塑造基礎�	 首像心棒作り、粘土粗付（éÖ：波多野）	

��．塑造基礎�	 塑造制作：量塊による構成（連続性によるムーブマン�動勢�を理解する。）（éÖ：波多野）	

�	．塑造基礎�	 スライド及び参考作品鑑賞：近代以降の日本、西洋の塑造彫刻を中心に鑑賞（éÖ：波多野）	

�
．塑造基礎�	 石膏首像：石膏取り�雌型、Ƅ型�	（éÖ：波多野）	

��．塑造基礎�	 デッサン、QsッPー、テラコッタ粘土練り（éÖ：波多野）	

��．塑造基礎�	 テラコッタ首像心棒作り、粘土粗付（éÖ：波多野）	

�
．塑造基礎�	 テラコッタ塑造Į作り（量塊による構成、ムーブマン�動勢�の理解をĕめる。）（éÖ：波多野）	

��．塑造基礎�	 テラコッタ首像：石膏取り�寄せ型：石膏込め型�（éÖ：波多野）	

��．塑造基礎１〜２	 講評、自己評価（éÖ：波多野）	

学部生È（成果Ī表È）：全体講評、自己評価	 	 	

	-��のO5K（授業以外の学習ö法を­=）	

・ª実習ń|後にはì定され*µ所に作品をñ出ÈĹし、自己評価を­めて講評�を行�。	

・講評�の後、作品の�įľによる記録作成をª自で行い、ドsーイング・試作・ŧ外制作ľの記録?あわせてÒ度ú

にフHイルとしてñ出する。	

	成T評価の方法・基準 

□ 方法	 平常点（制作への取組）	��、成果作品���による総合評価	

□ 基準	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 
作品の完成度は評価する。	

	教R?・参考文献（資料）等 

□ テキスト	 プリント「石膏取り」	

□ 参考文献 A. Coliva	�Bernini Scultore. La Tecnica Esecutiva” De Luca Editori d'Arte、¬ý作Č�Ĭ修��カイ
s¢物館	 §代LWプトのĻÁ��Ā�bmートンプrス、�yĩŎ術大全ƅ�Ç学館	

□ 参考資料	 本学芸術資料館所蔵作品、学生参考作品	

	 	

R目�ー� 授業R目名 "�;・*期 $[1E 授業!� 担当教'名  

����� 彫刻Ⅰ-Ⅰ e"� �期 d 実7 
H)  ̂F 
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【実習名】 石彫実習１	
【期 間】 ４月８日(月)〜５月１7日(金) 
【教 室】	石彫室及び石彫µ（彫刻棟３） 
【担 当】 ĳÌ	ĐØ、Ċė	¯��非�	
【課 題】 自分のŮを彫る	
【授業の概要】�テーマ� 彫刻の量塊と構造 「Ůを彫る」 
自ůの人体の一部であるŮをモ\ーフに、人体の中に大Ç様�な量をëっ*「塊」をĪşし、)の動きō�りを観

察して、基礎的な彫刻の量塊と構造について学ぶ。�せて、対象の観察を通してデッサン�をůにつける。ま*、ċ

ŋのË�を形成し、§þĿ³などÔĿ材としてĨいBれているĦĤ石ęÊを、�ņ的な石彫技法をĨいて彫る#とで、

ċŋの石造ô¡・自然ĉ©をıるĽŉとする。 
【到達目標】  

・ 彫刻における量塊と構造を理解する。 
・ 彫刻作品における全体と部分の関係を理解する。 
・ 彫刻におけるモデリングmodelingとカービングcarvingの特性を理解する。 
 
【授業計画・方法】 

１．ガイダンス、構ß：自ůのŮをモ\ーフにデッサンをðき構ßを練る。 
２．LスPース粘土制作：粘土素材の可塑性かB生まれるŮのëつ造形のŎしさ@構造をá&取る。 
３．ƀ. り（火造り）：石ƀ. りをとおして日本のž�技法を体Əする。Ɗの構造、çいöを学ぶ。 
４．ƀ. り（火造り）：石ƀの成形かB焼き入れなどの一連のž�技法を体Əする。 
５．石�り：大きな£石をƈ動ドリルで�る。ƈ動ドリル@YリİのĈしい使いöを理解する。 
６．粗彫り：Ůの構造を観察し、ƈ動ドリル、Yリİで粗ŗとしする。 
７．粗彫り：コlスS@ƀで石を彫るå法を習Ûする。ŵ�のĈしい使いöを理解する。 
８．粗彫り：ƀで石を彫るå法を習Ûする。 
９．粗彫り：彫刻作品における全体と部分の関係を意識する。 
10．スライド及び参考作品鑑賞：日本、IWI、西洋の彫刻及びĦĤĢ°ø代の石造物、彫刻作品の鑑賞。 
11．細部制作：ビシkン、�トンgのçいöを学ぶ。彫刻作品における全体と部分の関係を理解する。 
12．細部制作：ビシkン、�トンgを使い完成を目ìす。彫刻表現におけるカービングの特性を理解する。 
13．ķき：ĵ石によってĴķされ、¹¡する素材（ĦĤ石ęÊ）のŎしさをĶŦし、完成度をƐめる。 
14．ķき・~x"：作品をĕ şつめ、完成度をƐめる。 
15．講評、自己評価とディスカッション、作品記録、後片付け 
 
【成果物】 石彫作品１点	

【評価の方法・基準】 

□ 方法 平常点�制作への取組�	��、成果作品�石彫����による総合評価 

□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

作品の完成度、独創性は評価する。 

【テキスト・参考文献（資料）等】 

□ 参考資料 学生参考作品	
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【実習名】 塑造基礎１	
【期 間】 ６月１８日(火)〜７月８日(月)  
【教 室】 塑造実習室１（彫刻棟�） 
【担 当】 波多野	泉，津波	夏希�非� 
【課 題】 モデルを使って塑造による頭部制作を行い、石膏像とする。 
【授業の概要】�テーマ� 「頭像」彫刻の量塊と構造 
人物の頭部を実際のモデルを使って観察し、塑造技法(modeling)により制作を行い、「石膏取り」によって石膏作品
を完成させる。塑造による作品制作、彫刻作品鑑賞を通して基礎的かつ一般的包括的な彫刻表現の概要を学ぶ。あわ

せて、石彫などカービングcarving技法との違いを理解する。 
【到達目標】  

・ 彫刻における量塊と構造を理解する。 
・ 彫刻作品における全体と部分の関係を理解する。 
・ 彫刻におけるモデリングmodelingとカービングcarvingの特性を理解する。 
 
【授業計画・方法】 

１．ガイダンス、デッサン：対象(モデルの頭部)の観察、心棒の構造を考える。 
２．デッサン、心棒制作：自然のあり様をフォルム(形態)で捉え、量塊を意識する。 
３．デッサン、粘土練り：対象の全体と部分の関係を意識する。 
４．塑造、粘土粗付け：対象を大きなフォルムで捉え、量塊を意識する。 
５．塑造：量塊による構成、連続性によるムーブマン(動勢)を意識する。 
６．塑造：対象の全体と部分の関係を意識する。 
７．塑造：粘土素材の可塑性を活かし細部まで試作を重ね、モデリングの特性を理解する。 
８．スライド及び参考作品鑑賞：近代以降の日本、西洋の塑造彫刻を中心に鑑賞 
９．塑造：彫刻作品における全体と部分の関係を意識する。 
10．塑造：観察による表現における対象と作品の関係を理解する。 
11．石膏取り（雌型制作）：切金打ち、石膏振りかけ、補強入れ、石膏塗り込み 
12．石膏取り（雌型制作）：石膏塗り込み、粘土搔き出し、型乾燥 
13．石膏取り（Ƅ型制作）：Ƈ型�塗Î、石膏Ĕし込み、補強（スタッフūり込み） 
14．石膏取り：雌型�り出し、修ó、石膏Į付け（石膏の特性とçいöを理解する。） 
15．講評、自己評価とディスカッション、作品記録、後片付け 
 
【成果物】	 石膏首像	

【評価の方法・基準】 

□ 方法 平常点（制作への取組）	��、成果作品（石膏像）���による総合評価	

□ 基準	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

作品の完成度、独創性は評価する。	

【テキスト・参考文献（資料）等】 

□ テキスト	 プリント「石膏取り」 
□ 参考資料	 本学芸術資料館所蔵作品、学生参考作品	
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【実習名】 塑造基礎２ 
【期 間】 ７月９日(火)〜３０日(火) 
【教 室】 塑造実習室１（彫刻棟1） 
【担 当】 波多野 泉，津波 夏希(非) 
【課 題】 モデルを使って塑造による頭部制作を行い、テラコッタ像とする。 
【授業の概要】(テーマ) 「頭像」彫刻の量塊と構造 
人物の頭部を実際のモデルを使って観察し、塑造技法(modeling)により制作を行い、石膏取りの後、込め型技法に
よりテラコッタ像作品を完成させる。塑造による作品制作、彫刻作品鑑賞を通して基礎的かつ一般的包括的な彫刻表

現の概要を学ぶ。あわせて、石彫などカービングcarving技法との違いを理解する。 
【到達目標】  
・ 彫刻における量塊と構造を理解する。 
・ 彫刻作品における全体と部分の関係を理解する。 
・ 彫刻におけるモデリングmodelingとカービングcarvingの特性を理解する。 
 
【授業計画・方法】 
１．ガイダンス、デッサン：対象(モデルの頭部)の観察、心棒の構造を考える。 
２．デッサン、心棒制作：自然のあり様をフォルム(形態)で捉え、量塊を意識する。 
３．デッサン、粘土練り：対象の全体と部分の関係を意識する。 
４．塑造、粘土粗付け：対象を大きなフォルムで捉え、量塊を意識する。 
５．塑造：量塊による構成、連続性によるムーブマン(動勢)を意識する。 
６．塑造：対象の全体と部分の関係を意識する。 
７．塑造：粘土素材の可塑性を活かし細部まで試作を重ね、モデリングの特性を理解する。 
８．スライド及び参考作品鑑賞：近代以降の日本、西洋の塑造彫刻を中心に鑑賞 
９．塑造：彫刻作品における全体と部分の関係を意識する。 
10．塑造：観察による表現における対象と作品の関係を理解する。 
11．石膏取り（寄せ型制作）：切金打ち、石膏振りかけ、補強入れ、石膏塗り込み 
12．石膏取り（寄せ型制作）：石膏塗り込み、粘土搔き出し 
13．テラコッタ制作（型込め）：雌型（寄せ型）にテラコッタ粘土型込め 
14．テラコッタ制作（型外し）：雌型を外し粘土乾燥（後日焼成） 
15．講評、自己評価とディスカッション、作品記録、後片付け 
 
【成果物】	 テラコッタ首像 
【評価の方法・基準】 
□ 方法 平常点（制作への取組）40%、成果作品（石膏像）60%による総合評価 
□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

作品の完成度、独創性は評価する。	

【テキスト・参考文献（作品）等】 
□ テキスト プリント「石膏取り」 
□ 参考資料 本学芸術資料館所蔵作品、学生参考作品 
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テーマ  彫刻の基礎 


授業の概要 

彫刻�-�の実習ĨŵをŒまえ、木彫実習、塑造基礎、彫刻作品鑑賞を通して、kĹ的�Ø的な彫刻表現のï要を

学び、彫刻表現にÉ要な基礎的造形力をŴ�とと@に、彫刻の基本的な技øを習得する。	


到達目標  

・ 観察を通してデッサン力及び基礎的造形力を身につける。	
・ 彫刻の量塊と構造について理解する。	
・ 木彫及び塑造の基本的技能を習得する。	

授業計画・方法 

１．木彫実習１（ăĺôのĺ）：ガイダンス、Ś�作り、ŧĔ"（×Â：�）	

２．木彫実習１	 ŧĔ"、木取り（×Â：�）	

３．木彫実習１	 木取り〜粗彫り：大Ť、m�Ťの使い方習得、取り扱いの理解（×Â：�）	

４．木彫実習１	 粗彫り：ŧの使い方習得（×Â：�）	

５．木彫実習１	 こなし：全体と部分の関係の理解（×Â：�）	

６．木彫実習１	 ´造り：ŧの扱い方習得、Ś�のĞ理方ø（Ñ入れ）の理解（×Â：�）	

７．木彫実習１	 tl%：彫刻�の使い方習得、作品の±度（×Â：�）	

８．木彫実習１	 ĒÄ、tl%：ĴĠ等（×Â：�）	

９．木彫実習１	 講評、自己評価（×Â：�）	

10．塑造実習１（等身立像）：人体クロッキー、デッサン、心棒制作（×Â：波多野）	

11．塑造実習１	 デッサン、心棒制作、粘土練り（×Â：波多野）	

12．塑造実習１	 デッサン、粘土粗付け（×Â：波多野）	

13．塑造実習１	 塑造制作：重心と動勢（×Â：波多野）	

14．塑造実習１	 塑造制作：量塊の構築（×Â：波多野）	

15．塑造実習１	 塑造制作：全体の構造（×Â：波多野）	

1�．塑造実習１	 塑造制作：全体と部分（×Â：波多野）	

1�．石膏取り実習：雌型・雄型（×Â：波多野）	

1
．塑造実習１	 講評、自己評価（×Â：波多野）	

１年生展（成果発表展）：全体講評	


-��のM4I（授業以©の学習方øを�>）	

・�実習Ħp後にはÙ定された¤Ðに作品をß出展Ęし、自己評価を�めて講評xをĻ�。	

・講評xの後、作品の�đ等による記録作成を�自でĻい、ドローイング・試作・ŋ©制作等の記録@あFせて年度ç

にフHイルとしてß出する。	


成Q評価の方法・基準 

□ 方法 平常点（制作への取組）40%、成果作品60%による総合評価	
□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

作品の完成度、独創性は評価する。 


教O>・参考文献（資料）等 

□ テキスト プリント「石膏取り」 

□ 参考文献	 ´�qŞ�木の文��ŷ¸出ąx、Marino Manini”MARINO MARINI”  Edi-Albra	
□ 参考資料 学生参考作品	

O目�ー� 授業O目名 "�:・)期 $X0D 授業!� 担当教&名  

����� 彫刻Ⅰ-Ⅱ d"� �期 c 実6 
G(\ E 

_/ X. 
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【実習名】	木彫実習１	

【期 間】	１０月１日(Ā)〜１１月２２日(金)	

【教 室】	木彫室（彫刻棟２）	

【担 当】	Ũµ	 Ëŝ	

【課 題】	öįに自生するăĺô（常ī¿ĺô）のĺ	

【授業の概要】(テーマ)	木彫技øの習得（基礎ĭ）	

öįに自生するăĺô(常ī¿ĺô)のĺをモWーフにして、ó材(ģ�0�30�10��)を彫り、ĒÄして作品とする。	

【到達目標】  

・ 木彫素材とŚ�の特性を理解し、木彫の基本的技能を習得する。	
・ k定の完成度（技ļ力）のある作品を制作できる。	
【授業計画・方法】 

１．ガイダンス、構想ņč	、Ś�/#り：�(かつB)t込み	

２．ŧĔ"：平ŧľ出し・ľÖし、平ŧĔ"	 表（�
00・�1000・�1200・tlĕ）	ľ（tlĕ）	

３．ŧĔ"：oŧĔ"	 �（棒ĕ石・ÿĕ石）Ĉ能ëÜ%	

４．�木ĵ割り：大ŤİÛき（大Ťの使い方習得）	

５．木取り：大きなųのÕà（大Ť・m�Ťの使い方、素材（ó）の特性の理解）	

６．粗彫り：大きな形態のÕà（Ťとŧを的Ėに使�）	

７．粗彫り：量塊と構築の理解（Ś�のÑ入れ、Ğ理）	

８．こなし：全体と部分の関係ĖŊ（ŧ使い習得）	

９．こなし：彫りřめる。（作品構想のĖŊ）	

10．こなし：作品における全体と部分の関係の理解	

11．´造り：全体と部分の関係を理解する。（彫刻�の扱い方を学:。）	

12．´造り：細部、作品の±度、（素材の特性を理解する。）	

13．tl%：彫刻�の扱い方、Ĕ"方の技ļをŶめる。	

14．ĒÄ・tl%：ĴĠ等を使Čし、完成度をŶめる。	

15．講評、作品記録、後片付け	

１年生展	 全体講評	

 

【成果物】	 木彫作品	

【評価の方法・基準】 

□ 方法 平常点（制作への取組）40%、成果作品（石彫）60%による総合評価。 

□ 基準	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

作品の完成度、独創性は評価する。 

【テキスト・参考文献（資料）等】 

□ 参考文献	 �木の文��（´�qŞ，ŷ¸出ąx）	

□ 参考資料 学生参考作品	
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【実習名】 塑造実習１、石膏取り実習	

【期 間】	１１月２５日(月)〜１月３０日(木)		

【教 室】	塑造室３（彫刻棟１-１階）	

【担 当】	波多野	泉、津波	夏希(非)，井野	雅文(非／石膏取り)	

【課 題】 等身塑造（全身立像）	

【授業の概要】(テーマ)人体塑造	

自然のひとつである人体を、実際のモデルを使って観察し制作することを通して、人体彫刻の基本要素としての量

塊と構造、ムーブマン(動勢)を理解し、全体と細部の調和の取れた作品を完成させる。また、「人間」を彫刻で表現す

ることについて考える端緒とする。	

【到達目標】  

・ 観察を通してデッサン力及び基礎的造形力を身につける。	
・ 人体彫刻の基本要素としての量塊と構造を理解する。	
・ 塑造の基本的技能を習得する。	
・	石膏取りの基本的技能を習得する。	

【授業計画・方法】 

１．ガイダンス、クロッキー：モデルの観察、ポーズの選定、心棒の構想	

２．デッサン、心棒制作：自然のあり様をフォルム(形態)で捉え、量塊、ムーブマンを理解する。	

３．デッサン、粘土練り：対象の全体と部分の関係を理解する。	

４．塑造、粘土粗付け：対象に大きなフォルムを発見し、人体を量塊の構築、ムーブマンで捉える。	

５．塑造：量塊による構成、連続性によるムーブマンを理解する。	

６．塑造：対象の全体と部分の関係を意識する。	

７．塑造：粘土素材の可塑性を活かし細部まで試作を重ね、モデリングの特性を理解する。	

８．スライド及び参考作品鑑賞と考察：近代以降の日本、西洋の塑造彫刻を中心に	

９．塑造：作品における全体と部分の関係を理解する。	

10．塑造：観察による表現における対象と作品の関係を理解する。	

11．石膏取り(雌型)：切金打ち、石膏振りかけ、補強入れ、石膏塗り込み	

12．石膏取り(雌型)：石膏塗り込み、粘土搔き出し	

13．石膏取り(雄型)：離型剤塗布、石膏流し込み、補強(スタッフ貼り込み)	

14．石膏取り(雄型)：雌型割り出し、修正（石膏の特性と扱い方を理解する。）	

15．講評、自己評価とディスカッション、作品記録、後片付け	

１年生展	 全体講評	

【成果物】	 等身石膏像	

【評価の方法・基準】 

□ 方法 平常点（制作への取組）40%、成果作品（石膏像）60%による総合評価。	
□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

作品の完成度、独創性は評価する。 

【テキスト・参考文献（資料）等】 

□ テキスト プリント「石膏取り」、Marino Manini”MARINO MARINI”  Edi-Albra	
□ 参考資料 学生参考作品	

 

彫刻Ⅰ-Ⅱ 

                             
 

彫
　
刻

彫刻Ⅰ－Ⅱ 彫刻

ー 55ー



 

 

■テーマ 彫刻の基礎	

■授業の概要 

自然観察による塑造制実習を通して基礎的な造形力を養う。また、木彫実習において、与えられたテーマを基に発

想を広げ、彫刻素材の特性を理解し課題制作を行う。その過程で彫刻表現に必要な基礎的造形力を養い、実材制作の

基本的な技能の修練のなかで、素材・技法への自己の適性を探る。	

■到達目標  

・ 課題制作を通してデッサン力及び基礎的造形力を身につける。	
・ 木彫、塑造の基本的技能を習得し、彫刻素材の特性の理解を深める。	
・ 課題テーマのなかで発想を広げ構想し、制作を展開できる。	
■授業計画・方法 

１．木彫実習２	 ガイダンス、作品構想（実物大ドローイング・デッサン等）、道具作り、鑿研ぎ（担当：A）	

２．木彫実習２	 鑿研ぎ、原木胴割り、木取り（担当：A）	

３．木彫実習２	 粗彫り：大きな構成による粗彫り。鑿で木を彫る手法、各種工具の使い方を習得する。（担当：A）	

４．木彫実習２	 こなし：全体と部分の関係、彫刻における量塊と構造を理解する。（担当：A）	

５．木彫実習２	 細部の制作：素材の特性の理解（担当：A）	

６.	木彫実習２	 細部の制作：彫刻刀の扱い方、研ぎ方の技術を高める。（担当：A）	

７.	木彫実習２	 着彩・仕上げ（担当：A）	

８.	木彫実習２	 講評、自己評価とディスカッション、作品記録（担当：A）	

９.	塑造実習２（等身像）：ガイダンス、人体クロッキー、デッサン：対象の観察、心棒の構造（担当：波多野）	

10.	塑造実習２	 デッサン、心棒制作：フォルム(形態)のある量塊と構造の発見（担当：波多野）	

11．塑造実習２	 粘土粗付け（担当：波多野）	

12．塑造実習２	 スライド及び参考作品鑑賞：近代以降の日本、西洋の塑造彫刻を中心に鑑賞（担当：波多野）	

13．塑造実習２	 観察による表現（対象と作品の関係の理解）（担当：波多野）	

14．塑造実習２	 石膏雌型取り実習（担当：波多野）	

15．塑造実習２	 ポリ取り実習（担当：波多野）	

16.	塑造実習２	 講評、自己評価とディスカッション、作品記録（担当：波多野）	

学部生展（成果発表展）：全体講評	

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む）	

・各実習終了後には指定された場所に作品を提出展示し、自己評価を含めて講評会を行う。	

・講評会の後、作品の写真等による記録作成を各自で行い、ドローイング・試作・課外制作等の記録もあわせて年度末

にファイルとして提出する。	

■成績評価の方法・基準 

□ 方法	 平常点（制作への取組）40%、成果作品60%による総合評価	

□ 基準	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 
作品の完成度、独創性は評価する。	

■教科書・参考文献（資料）等 

□ テキスト	 プリント「石膏取り」	

□ 参考文献	 西岡常一、小原二郎『法隆寺を支えた木』ＮＨＫ出版、小原二郎『木の文化』鹿島出版会、”MARINO 
MARINI”  Edi-Albra	

□ 参考資料	 本学芸術資料館所蔵作品、学生参考作品	

	 	

科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

22213 彫刻Ⅱ－Ⅰ 6単位 通年 ２ 実技 波多野 泉 長尾 恵那 

彫
　
刻

ー 56ー



	

�実Y名� 木彫実習２	

�期 f�	４ł８日(ł)	"５ł２４日(Ǫ)	

�教 .� 木彫ô（彫刻ō２）	

�担 当� 長尾 恵那	

�  ̂ g�	「生（����）」をテーマにして自žな発想で作品構想を練る。素材はő原木1�0�Ė60��1�4を基準サイ

iとする。	

�授業の概要��テーマ�	木彫技法の習得（中ƞƦ）	

・１年¿Ń木彫（木彫技法基礎Ɩ）につ;き中ƞƖとして、木彫材料・道具の取り扱いについて学G。	

・「木」に対する日本の ƣĝǒを考察しな)ら、木彫における彫刻表現のÓ能性を探る。	

・	テーマをØÝしな)ら自己表現のĉのĨďを目指す。	

�到達目標�  

・	彫刻素材の特性を理解し、木彫の基本的技能を習得する。	

・ °ö（芸術性）のある作品を制作できる。	
・ 一定の完成度（技術力）のある作品を制作できる。	
・	課題テーマのなかで発想を広げ制作を展開できる。	

�授業計画・方法� 

１．ガイダンス、作品構想発表（実物大ドローイング・デッサン・マcット）	

２．作品構想：一人一人の構想に合わせて制作のǟめ方を指示する。	

３．原木Ĵ­、ǭĎき：原木胴割り（ƨĬき）	

４．木取り：大ǭのŗしい使い方を理解する。ő材の特性を理解する。	

５．粗彫り：大きな構成でƵ彫りをする。n[ーンlーの使い方を習得する。	

６．Ƶ彫り：ȀŘ木工ドリル道具等のŗしい使い方を理解する。	

７．Ƶ彫り：鑿N工具の扱い方N手­れ、§ƕを理解する。	

８．こなし：鑿で木を彫る手法を理解、習得する。作品構想のƍǋ。	

９．こなし：作品における全体と部分の関係をĝǒする。	

10．こなし：彫刻における量塊と構Ɨ性を理解する	

11．細部を制作：彫刻刀の扱い方を学G。彫刻作品における全体と部分の関係を理解する。	

12．細部を制作：素材の特性をƇり、彫りǟめる。	

13．細部を制作：彫刻刀の扱い方、研ぎ方の技術を高める。	

14．着彩・仕上げ：ƭƙ・�を使żし、完成度を高める。	

15．講評、作品記録、ĮǸ	

	

�成DP�	 ドローイングȓマcットȓ木彫作品１点ȓ�ポート（制作ĝÞ等）	

�評価の方法・基準� 

□ 方法 平常点（制作への取組）30%、成果作品（石彫）70%による総合評価	
□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

作品の完成度、独創性は評価する。	

�テキスト・参考文献（資料）等� 

□ 参考文献	 『法隆寺を支えた木』（西岡常一、小原二郎ȑＮＨＫ出版）、『木の文化』（小原二郎ȑ鹿島出版会）	
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�実Y名�	塑造基礎２、ポリ取り実習	

�期 f�	５ł２７日(ł)	"７ł８日(ł)	 	１１ł１１日(ł)"１１ł１５日(Ǫ)	

�教 .�	塑造ô３、塑造ô１（彫刻ō１�１ǻ）	

�担 当�	波多野	ŝ、Ţ波	éŒ(非)	

�  ̂ g�	人体塑造（1�2等身像）	

�授業の概要�（テーマ）人体塑造 

・ 実Ǽの�デルを観察し人体デッサンと塑造による人体制作を行い、石膏型取りの後、���像とする	
・ 自然のEとつである人体を観察し制作することを通して、人体彫刻の基本要素としての量塊と構造、ムーzマン(Ç
É)を理解し、全体と細部のǏÙの取れた作品を完成させる。	

・ 「人Ǵ」を彫刻で表現することについて考える。	
�到達目標�  

・	観察を通してデッサン力及び基礎的造形力を身につける。	

・	人体彫刻の基本要素としての量塊と構造を理解する。	

・	Ó塑性材料の特性を理解し、塑造の基本的技能を習得する。	

・	石膏取り及び���制作の基本的技能を習得する。	

�授業計画・方法� 

１．人体クロッキー、デッサン：対象の観察、心棒の構造	

２．デッサン、心棒制作：フォルム(形態)のある量塊と構造の発見	

３．デッサン、粘土練り：対象の全体と部分の関係 
４．塑造、粘土粗付け：対象を大きなフォルムでĭえ、量塊をĝǒする。 
５．塑造：量塊による構成、ǞƤ性によるムーzマン(ÇÉ)をĝǒする。 
６．塑造：対象の全体と部分の関係をĝǒする。 
７．塑造：粘土素材のÓ塑性をţかし細部まで試作をǧB、�デリングの特性を理解する。 
８．スライド及び参考作品鑑賞：近代以降の日本、西洋の塑造彫刻を中心に鑑賞 
９．塑造：彫刻作品における全体と部分の関係をĝǒする。 
10．塑造：観察による表現における対象と作品の関係を理解する。 
11．石膏取り(雌型制作)：¹ǪĤ8、石膏īりかけ、ƼĐ­れ、石膏çりǚJ、石膏çりǚJ、粘土ĳき出し 
12．石膏取り(ǽ型制作)：ǿ型Àçć、石膏ŤしǚJ、雌型割り出し、修ŗ（石膏の特性と扱い方を理解する。） 
13．ポリ取り実習：ǿ型Àçć、FRP一þ、ガラスマット、FRPçりǚJ	
14．ポリ取り実習：雌型割り出し、修ŗ、着Ƴ 
15．講評、自己評価とディスカッション、作品記録、後ů付け	
	

�成DP�	 ���人体像１体ȑ人体デッサン１ň（木ūƝ大）ȑクロッキー（１²以上）	

�評価の方法・基準� 

□ 方法 平常点（制作への取組）40%、成果作品（石膏像）60%による総合評価	
□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

作品の完成度、独創性は評価する。	

�テキスト・参考文献（資料）等� 

□ テキスト	 プリント「石膏取り」	

□ 参考資料	 本学芸術資料館所蔵作品、学生参考作品	
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■テーマ 彫刻の基礎	

■授業の概要 

Ǫý、石彫実習において、与えられたテーマを基に発想を広げ、彫刻素材の特性を理解し課題制作を行う。その過程

で彫刻表現に必要な基礎的造形力を養い、実材制作の基本的な技能の修練のなかで、素材・技法への自己の適性を探る。	

■到達目標  

・ 課題制作を通してデッサン力及び基礎的造形力を身につける。	
・ Ǫý制作、石彫の基本的技能を習得し、彫刻素材の特性の理解を深める。	
・ 課題テーマのなかで発想を広げ構想し、制作を展開できる。	
■授業計画・方法 

１．Ǫ蔵実習１	 作品の構想（担当：Ŝ原）	

２．Ǫý実習１	 ŧı技能講習（担当：Ŝ原）	

３．Ǫý実習１	 ŧļ、ŧıの基本技術の習得（担当：Ŝ原）	

４．Ǫý実習１	 制作：Ǫý彫刻における構造とǧ心、vランスの関係を理解する。（担当：Ŝ原）	

５．Ǫý実習１	 制作、スライド及び参考作品鑑賞 -- 近代以降の日本、ŕƘのǪý彫刻を中心に鑑賞（担当：Ŝ原）	
６.	Ǫý実習１	 制作：ŧı・ŧļ・¹ļ・研Ǝ等のÄ工技術、ǫの特性を理解する。（担当：Ŝ原）	

７.	Ǫý実習１	 仕上げ：ưƸ・着Ƴ（サx付け、ȎǬ付け、研ƎによるƎき）（担当：Ŝ原）	

８．Ǫý実習１	 講評、自己評価とディスカッション、作品記録（担当：Ŝ原）	

９．石彫実習２	 道具作り、石割り（担当：ƉĄ）	

10．石彫実習２	 粗彫り、ガンダーラ�Ȅ等の鑑賞（担当：ƉĄ）	

11．石彫実習２	 粗彫り：ȀÇ工具、jリƆのŗしい使い方を理解する。（担当：ƉĄ） 
12．石彫実習２	 粗彫り：d�スc、鑿の扱いを理解する。（担当：ƉĄ）	

13.	石彫実習２	 スライド及び参考作品鑑賞：日本、WgW、西洋及びźŸŶßŁ代の石造物、彫刻（担当：ƉĄ）	

14.	石彫実習２	 細部：xシ�ン、·トン|の扱いを習得。カーxングの特性を理解する。（担当：ƉĄ）	

15.	石彫実習２	 仕上げ：	Ǝき等、彫刻作品における全体と部分の関係を理解する。（担当：ƉĄ）	

16. 石彫実習２	 講評、自己評価とディスカッション、作品記録（担当：ƉĄ）	
２年生展（成果発表展）：全体講評	

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む）	

・各実習終了後には指定された場所に作品を提出展示し、自己評価を含めて講評会を行う。	

・講評会の後、作品の写真等による記録作成を各自で行い、ドローイング・試作・課外制作等の記録もあわせて年度末

にファイルとして提出する。	

■成績評価の方法・基準 

□ 方法	 平常点（制作への取組）40%、成果作品60%による総合評価	

□ 基準	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 
作品の完成度、独創性は評価する。	

■教科書・参考文献（資料）等 

□ 教科書 Ì生Å«ƃï全課Ʀ『Wークŧı等作業のï全』中íÅ«ŪõǶŖË会（­手方法は指示する。）	

□ 参考文献 A. Coliva�Bernini Scultore. La Tecnica Esecutiva” De Luca Editori d'Arte 
□ 参考資料	 本学芸術資料館所蔵作品、学生参考作品	

	

	

	

	

	

科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

2221� 彫刻Ⅱ�Ⅱ 6単位 6期 ２ 実技 U1 M4 I$ )� 

彫
　
刻

ー 59ー



	

�実Y名�	Ǫý実習１	

�期 f�	１Ȕł１日(ũ)	"１１ł８日(Ǫ)	

�教 .�	Ǫý工ġ(彫刻ō２)、Ǫý実習ô(彫刻ō３)	

�担 当�	Ŝ原	á¡、ÖŽ	Ȉ�(ȁ)	

�  ̂ g�	「ĿƷ」の制作	

�授業の概要��テーマ�	「ĿƷ」をǮ材(ǫ)で表現する。	

・	Ǯ材(ǫ)のÄ工技術において、Ǫý素材NƜ÷Ŕŋ工具の使ż方法について学G。	

・	自žな発想でテーマǇ定し、素材と表現との関Ǟ性へǋǒを深め、ǅſの構想から実ǘを通して独創的な作品制作			

			に取り組む。	

・	作品についてのディスカッションを適ò全体で行い、作品制作過程における©�のÛ題点な?をǐ2合う。	

�到達目標�  

・	Ǯ材(ǫ)の特性を理解し、ŧı・ŧļ・¹ļ・研Ǝ・ǰ造等のǪý造形の基本的な技法を習得する。	

・	ガス、WークŧıN大型工作Ŕŋのĵ作な?Ǫý工ġŔ材の使żにおけるï全Ƈǒを身につける。	

・	テーマをもとに発想を広げ、素材の特性をţかし制作すること)できる。	

・	課題制作におけるプ�kンテーションN講評会でのǄǌによるd��ucーション能力を高める。	

�授業計画・方法� 

１．ガイダンス、ドローイング – ĿƷを�nーフとして自žに構造を考える。 
２．ドローイング、プ�kンテーション --ドローイングから構ƗしたĿƷのイ�ーgを発表する。 
３．Ǯ材(ǫ)Ä工/ŧı -- ŧı技術を習得し、ǫをŧıしな)ら対象の構成をĝǒする。 
４．Ǯ材(ǫ)Ä工/ŧļ -- ŧļ技術を習得し、ǫをŧļしな)ら対象の量塊をĝǒする。 
５．Ǯ材(ǫ)Ä工/Ɯ÷Ŕŋ工具および大型工作Ŕŋ -- 作業のÆŴ化をÞるため的ƍなŔŋをǒºする。 
６．ŧı技能講習 -- Ǫý造形の高度な技法を習得するとともにǪý工ġŔ材の使żにおけるï全Ƈǒを身につる。 
７．制作 -- 制作対象のイ�ーgに合うǮ材(ǫ)を探Śする。 
８．制作 -- Ǯ材(ǫ)のǤ定、作品サイiをś定する。 
９．制作 -- ŧı・ŧļ・¹ļ・研Ǝ・ǰ造等のÄ工技術をȉ使して、ǫの特性を理解する。 
10. 制作 -- Ǫý彫刻における構造とǧ心、vランスの関係をĝǒする。 
11．制作 -- ドローイングをƍǋし、表現における対象と作品の関係を理解する。 
12．制作/スライド及び参考作品鑑賞 -- 近代以降の日本、ŕƘのǪý彫刻を中心に鑑賞  
13．制作 -- 実ǘを通して独創的なǫの表現N作品の構成をĝǒする。 
14．制作 -- ưƸ・着Ƴ作業(サx付け、ȎǬ付け、研ƎによるƎき) 
15．講評、自己評価とディスカッション、作品記録、ĮǸ 
�	 「ŧı技能講習」を必4Ò講すること。Ǌ細は授業中にĸ示する。	

	

�成DP�	 ドローイング１点、課題作品１点	

�評価の方法・基準� 

□ 方法 平常点（制作への取組）40%、成果作品（ドローイング１点、課題作品１点）60%による総合評価	
□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

作品の完成度、独創性は評価する。	

�テキスト・参考文献（資料）等� 

□ 教科書 『Wークŧı等作業のï全』Ì生Å«ƃï全課Ʀ(中íÅ«ŪõǶŖË会)	（­手方法は指示する。）	

□ テキスト	 プリント「ǰ造のǪý造形の技法」	

□ 参考資料	 本学芸術資料館所蔵作品、学生参考作品	
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�実Y名�	石彫実習２	

�期 f�	１１ł１８日(ł)	"１ł３Ȕ日(木)	

�教 .�	石彫ô及び石彫場（彫刻ō３）	

�担 当�	ƉĄ	Šē、řŨ	ÜÈ(ȁ)、平Ĺ	 ª（ȁ）	

�  ̂ g�	Ð人のȄ部	

�授業の概要��テーマ�  

・	ƌǖ石材（�Ƙ島ïĀĂ）を使żしてwトのȄ像作品を制作する。	

・	人体Ȅ部のȋŊN構成をよ,観察し、Ȃ・量Ğ・構造な?の彫刻要素の理解を目指す。	

・	石彫で使żする石鑿、jットZな?の道具作りとƵ彫りから仕上げまでの工程を学び、石彫技法の習得を目指す。	

�到達目標�  

・	観察を通してデッサン力及び基礎的造形力を身につける。	

・	具象彫刻の基本要素としての量塊と構造を理解する。	

・	石彫の基本的技能を習得する。	

�授業計画・方法� 

１．課題Ǎŀ、原石割り：dンプ�ッサーを使9た\Wーpールドリル、jリƆの使い方を学G。 
２．ǰ´（鑿作り）：石鑿;,りをとおして日本のǰ´技法を体Ȋする。ȃの構造、扱い方を学G。 
３．ǰ´（鑿作り）、マcット制作：石鑿の成形からŮき­れな?の一Ǟのǰ´技法を習得する。 
４．石彫作品鑑賞：ガンダーラ彫刻、±ǁ寺ķ生œ、ŵǹの見学 
５．粗彫り：大きな原石をȀÇドリルで割る。ȀÇドリルNjリƆのŗしい使い方を理解する。 
６．粗彫り：粘土\スキースを基にȀÇドリルでǗのĩつ大き,形を割る。 
７．粗彫り：d�スcN鑿で石を彫る手法を理解、習得する。道具のŗしい使い方を理解する。 
８．粗彫り：鑿で石を彫る手法を理解、習得する。作品の構想のƍǋ。 
９．粗彫り：彫刻作品における全体と部分の関係をĝǒする。 
10．スライド及び参考作品鑑賞：日本、WgW、西洋の彫刻及びźŸŶßŁ代の石造物、彫刻作品の鑑賞。 
11．細部制作：xシ�ン、·トン|の扱い方を学G。彫刻作品における全体と部分の関係を理解する。 
12．細部制作：xシ�ン、·トン|を使い完成を目指す。彫刻表現におけるカーxングの特性を理解する。 
13．細部制作：粗Ƌ石によ9て研Ǝされ、è化する素材（�Ƙ島ïĀĂ）のƪしさをƍǋし、完成度を高める。 
14．Ǝき・仕上げ：作品を深,見つめ、完成度を高める。 
15．講評、自己評価とディスカッション、作品記録、ĮǸ 
	

�成DP�	 ドローイング、石彫作品１点	

�評価の方法・基準� 

□ 方法 平常点（制作への取組）40%、成果作品（石彫）60%による総合評価 
□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

作品の完成度、独創性は評価する。	

�テキスト・参考文献（資料）等� 

□ 参考資料 学生参考作品 
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■テーマ	 				立体構成	

■授業の概要 

金属素材（鉄）を用いて立体構成を行う。単純な要素を用いて構成デザインする中で、形体や色彩、材質などの効

果的な使い方を考え、構造や機能を工夫して美的秩序を意図した立体の構成表現能力を高める。その上で、造形芸術

を成立させる形体の性質と空間に果たす視覚的効果等について理解を深め、構成表現の可能性を追究する。	

■到達目標  

・課題制作を通して、平面的、立体的に構成する能力を身につける。	

・金属素材の特性を理解する。	

・金属制作の基本的技能を習得する。	

・課題制作のなかで発想を広げ構想し、制作を展開できる。	

■授業計画・方法 

１．(導入)	ガイダンス、ドローイング、作品構想	

２．平面構成(制作)	構成における分割や配置、配色を工夫して図面を作成する。	

３．平面構成(制作)	図面を参考に、型紙模型を作成する。	

４．平面構成(作品プレゼンテーション)	

５．立体構成(制作)	アーク溶接技能講習	-	溶接技術を習得し、鉄を溶接しながら対象の構成を意識する。	

６．立体構成(制作)	技法/切断	

７．立体構成(制作)	技法/削り	

８．立体構成(制作)	技法/磨き	

９．立体構成(制作)ドローイングを確認し、表現における対象と作品の関係を理解する。	

10．立体構成(制作)	切断、削り、磨き等の加工技術を駆使して、材料の特性を理解する。	

11．(鑑賞)	スライド及び参考作品鑑賞	-	形体や色彩に見られる構成や構造の工夫、材料や技法の活用及び効果	

12．立体構成(制作)	材質などの効果的な使い方を考え、構造や機能を工夫する。	

13．立体構成(制作)	立体構成における構造と重心、バランスの関係を意識する。	

14．立体構成(制作)	錆止め、着色	

15．立体構成(講評)	自己評価とディスカッション、作品記録 

定期試験は実施しない。	

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む）	

・実習終了後には指定された場所に作品を提出展示し、自己評価を含めて講評会を行う。	

・講評会の後、作品の写真等による記録作成を各自で行い、ドローイング・試作・課外制作等の記録もあわせて年度末

にファイルとして提出する。	

■成績評価の方法・基準 

□ 方法 平常点（制作への取組）40%、成果作品（ドローイング１点、課題作品１点）60%による総合評価	

□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

作品の完成度、独創性は評価する。 

■教科書・参考文献（資料）等 

□ 参考文献		朝倉直巳『紙による構成・デザイン』美術出版社、厚生労働省安全課編『アーク溶接等作業の安全』	

中央労働災害防止協会、『金属材料活用事典』産業調査会事典出版センター	

□ 参考資料	 学生参考作品	

 

科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

22215 構成 1単位 後期 2 実技 河原 圭佑  
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※平成28年度以前の入学者は「22311」を登録すること。平成29年度以降の入学者は「22312」を登録すること。	

■テーマ  素材、技法の応用と表現 

■授業の概要 

展示発表を前提とした制作のなかで、素材・技法への自己の適性を深く追究する。その過程で、自らのテーマ創

出と実験的・独創的な作品制作を積極的に試行し、彫刻表現の実際について学び表現の可能性を探る。	

■到達目標  

・ 彫刻素材の特性を理解し、テラコッタ及び金属彫刻の基本的技能を習得する。 
・ 作品制作、設置における安全知識を身につける。 
・ 実制作、設置発表の経験を通して、「野外彫刻」「モニュメント」「パブリックアート」「環境造形」「彫刻の社会性」
について理解し、一定の見解を論述できるようになる。 

■授業計画・方法 

１．テラコッタ実習：課題説明、糸満市・北中城村テラコッタ設置状況視察 
２．テラコッタ実習：土作り、シャモット作り、水簸、混練 
３．テラコッタ実習：粘土積み上げ／素材の特性、粘土の乾燥を考慮し造形を進める。 
４．テラコッタ実習：焼成、修正、台座づくり（窯組み・窯崩し）（焼成の温度管理、窯組技術の習得） 
５．テラコッタ実習：講評 
６．金属実習２：ガイダンス、ドローイング（プレゼンテーション：作品構想の発表）	  
７．金属実習２：非鉄金属実習（ステンレススチール、アルミニウム、銅、真鍮の知識を習得する。） 
８．金属実習２：制作（小型工具、大型工作機械等金属工房機器の扱いを習得する。） 
９．金属実習２：スライド及び参考作品鑑賞（東南アジアの金属彫刻を中心に）	 	

10．金属実習２：フィニッシュワーク	 腐蝕・着色作業（サビ付け、黒鉛付け、研磨による磨き) 
11．金属実習２：講評 
学部生展：全体講評 

12．シリコン取り実習、鋳造実習 
14．制作A（課題設定）：ドローイング、マケット制作、各分野の教員と相談後プレゼンテーション 
15．制作A（小〜中作品制作）：素材・技法の選択、素材研究 
16．制作A：（フィニッシュワーク）：展示計画 
17．制作B（中〜大作品制作）：ドローイング、マケット制作、各分野の教員と相談後プレゼンテーション 
18．制作B：素材・技法研究（素材の特性の理解） 
19．制作B：表現の充実、展示計画構想 
20．制作B：フィニッシュワーク、展示計画 
３年生展：全体講評 

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む）	

・ 焼成に係る作業は学年を越えて協働で行う。 
・ 講評会の後、作品の写真等による記録作成を各自で行い、デッサン・ドローイング・試作・課外制作等の記録もあ
わせて年度末にファイルとして提出する。 

■成績評価の方法・基準 

□ 方法	 平常点（制作への取組）40%、成果作品60%による総合評価	

□ 基準	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 
■教科書・参考文献（資料）等 

□ テキスト	 プリント「非鉄金属の知識」	

□ 参考文献 水沢勉	他(編)『空間に生きる-日本のパブリックアート』空間造形コンサルタント、安斎重男『現代
日本の野外彫刻』講談社、竹田直樹『日本の彫刻設置事業-モニュメントとパブリックアート』公人の友社	

□ 参考資料	 本学芸術資料館所蔵作品、学生参考作品	

科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

22311 

22312 
彫刻Ⅲ 

14単位 通年 

13単位 通年 
３ 実技 

波多野 泉 

河原 圭佑 

早川 信志 

砂川 泰彦 

長尾 恵那 

非常勤講師 
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�実[名� テラコッタ実習 

�期 h� ４Ī８日(Ī) 〜５Ī１７日(金)	 ７Ī２２日(Ī) 〜３１日(水)  ８〜９Ī（焼成） 
�教 -� Ø目的実習á（彫刻Ĵ３） 

�担 当� ųó	ŊĄ、Ĩó	�ĉ、非常³講ú 

�  ̀ j� テラコッタ野外彫刻	

�授業の概要� �テーマ�ê外設置を前提にした彫刻制作 
・ 一人1ȋ程度の土を準�し、公Ë等の公 空間へのŁ�設置を想定した造形Ŝを構想し実作する。 
・ 制作にあた.ては土を実材とĘえ、大Ǜの土とĲǨしな!ら土との�æƹ�を試み、彫刻素材としての土の発する
�こと9�をƙく。 
・ ̧ 土Ɖƪから成形・乾燥を経てƄ窯・焼成・崩窯・修Ģ・設置等一Ǐの工程を学年全員の協働で行う。 
・ 実制作を通して「野外彫刻」「モニュメント」「パブリックアート」「環境造形」「彫刻の社会性」のあり方等につい
て考察する。 

�到達目標�  

・ 彫刻素材の特性を理解し、テラコッタ彫刻制作の基本的技能を習得する。 
・ ¢â（芸術性）のある作品!制作できる。 
・ 一定のÝ成度（技術¯）を上げらGる。 
・ 実制作を通して「野外彫刻」「モニュメント」「パブリックアート」「環境造形」「彫刻の社会性」について理解し、
そのあり方について一定の見解を論述できる。 

�授業計画・方法� 

１．課題説明、糸満市・北中城村テラコッタ設置状況視察、「野外彫刻」「パブリックアート」のあり方についての考察 
２．土作り 
３．シャモット作り２ȋ：混練（ǆ土50Ƕǹクチャ50ǶǹƆĽ）�乾燥�焼成（900�）�Ƈŵ（ランマー）�;る
い 
４．水簸／５ȋ：ǆ土¸土を水にœかした後、メッシュでŔ過しŲŖïƌŲをǪ¹。トンƧに充Óし水¨り 
５．混練／７ȋȌ：ǆ土（水簸Ŏ）40%ǹクチャ40%ǹシャモット20ǶȈ100kg  (大型土練機一É分) 
６．構想発表（マケット・ドローイング）、プレゼン�制作ǥÚ 
７．作品�部テラコッタ粘土積み上げ 
８．粘土を積み上げな!ら形をĢえる。自重と作品構造をĵƳする。 
９．粘土を積み上げる。素材の特性を考慮し、造形する。 
10．粘土の乾燥とā度から、作品の制作進行をĵƳする。 
11．彫刻としてǛÑと構造をŶƺする。 
12．乾燥にĿを付けて積み上げ、造形する。 
13．素材の特性を理解し、ƌ部制作を行なう。 
14．成形ƍ��自Ř乾燥一{Ī間、焼成前ǪŐ機乾燥２ǐ間。粘土素材の特性を理解する。 
15．焼成、修正、台座づくり--	 窯組み・窯崩し（全員）。焼成の温度Õ´、窯組技術の習得を目ėす。 
学¢発表（ñîQャンパス中Ā）、講評 

�成FR�	 テラコッタ作品1点／レkート１点	

�評価の方法・基準� 

□ 方法 平常点（制作への取組）40%、成果作品（テラコッタ作品）60%による総合評価 
□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

�テキスト・参考文献（資料）等� 

□ 参考文献	 学生参考作品	
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�実[名� 金属実習２	

�期 h� ６Ī１ǽ日（Ī）〜７Ī１９日（金）	 	

�教 -� 金属工房（彫刻Ĵ２）、金属実習á（彫刻Ĵ３） 

�担 当� Ņ¸Í�、Â田	ǲ�（非）	

ǲ�(非)	

�  ̀ j� 金属（非鉄金属を含む）素材による作品制作	

�授業の概要� �テーマ� 各自のテーマによる。	

・ 金属の°工技術において、非鉄金属材料BƉä機械工具の�用方法について学<。	
・ 自Ŧな発想でテーマ設定し、自らのテーマ創出と実験的・独創的な作品制作を積極的に試行し、彫刻表現の実際に
ついて学びその可能性を探る。	

・ 作品についてのディスOッションを適ß全体で行い、作品制作過程における��のÇ題点な4を論)合う。	
�到達目標�  

・ 非鉄金属（ステンレススチール、アルミニウム、銅、真鍮）の知識を修得する。	
・ 金属素材の特性を理解し、œĜ・œĥ・¨ĥ・研磨・Ǣ造等の金属造形の技法を修得する。	
・ ガス、アークœĜB大型工作機械のĞ作における安全知識を修得する。	
・ 課題制作におけるプレゼンテーションB講評会でのƱƻによるコミュニケーション能¯をよりǴめる。	
�授業計画・方法� 

１．ガイダンス、ドローイング：自らのテーマ創出と実験的・独創的な作品制作を積極的に試行する。 
２．ドローイング、プレゼンテーション：彫刻表現の可能性を探り自身のƱƠで発表する。 
３．非鉄金属（ステンレススチール、アルミニウム、銅、真鍮）の知識を修得する。 
４．制作：制作æǂのイメージに合う金属材料を探łする。 
５．制作：金属素材の選定、作品サイZをŃ定する。 
６．制作：大型工作機械B金属工房機材を用いて金属素材を°工する。 
７．制作：アークœĜ、ガスœĜの技術を用いて金属素材を°工する。 
８．制作：金属彫刻における構造と重心、eランスのǧ係をĎ識する。 
９．中間講評：作品制作過程における��のÇ題点な4を論)合う。 
10. 制作：スライド及び参考作品鑑賞（東南アジアの金属彫刻を中心に） 
11．制作：デッサンをŶƺし、表現におけるæǂと作品のǧ係を理解する。 
12．制作：実ǈを通して独創的な鉄の表現B作品の構成をĎ識する。 
13．制作：作品の設置方法を考慮しな!ら、作品の安定性と安全ǯのŶƺを行う。 
14．制作：腐蝕、着色作業（サビ付け、黒鉛付け、研磨による磨き） 
15．講評、自己評価とディスOッション、作品記録、ęǪ 
	

�成FR� ドローイング１点、課題作品１点、レkート（制作ĎÊ等）	

�評価の方法・基準� 

□ 方法 平常点（制作への取組）40%、成果Ŝ（作品1点、ドローイング1点、レkート１�）60% 

□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

作品のÝ成度、独創性は評価する。 

�テキスト・参考文献（資料）等� 

□ テキスト プリント「非鉄金属の知識」	

□ 参考資料 本学芸術資料館所蔵作品、学生参考作品	
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�実[名�	鋳造実習	

�期 h� １ǽĪ１日(ŕ)	〜１６日(水)	 	

�教 -� 鋳造á（彫刻Ĵ３）	

�担 当�	ŋŉ	Öù(非)、îð	ǬÄ(非)	

�  ̀ j� Ƣ型鋳造作品制作	

�授業の概要� �テーマ� シリコン型Ƣ¸型によるƢ型鋳造技法	

シリコン型取りによるƢ¸型制作を経て、ŲƜ型ロストワックス鋳造を実習する。	

�到達目標�  

・ シリコン取り技法の基Ÿを修得する。	
・ ŲƜƢ型鋳造の基Ÿを修得する。	
�授業計画・方法� 

１．シリコンǭ型取り：¸型前¥理、¸型見¨り、ö置、シリコンÒø、ガーゼǃり、ŲƜãせ取り 
２．シリコンǭ型取り：ãせ型Ʃā、型Ǌし、ǭ型ƨǯ（シリコンÒø、ガーゼǃり） 
３．シリコンǭ型取り：ŲƜãせ取り、ãせ型Ʃā 
４．シリコンǭ型取り：ǭ型外し 
５．シリコンǭ型取り： 
６．Ƣ型鋳造： 
７．Ƣ型鋳造： 
８．Ƣ型鋳造： 
９．Ƣ型鋳造： 
10. Ƣ型鋳造： 
11．Ƣ型鋳造： 
12．Ƣ型鋳造： 
13．Ƣ型鋳造： 
14．Ƣ型鋳造： 
15．講評、ęǪ 
	

�成FR� ブロンZ作品１点	

�評価の方法・基準� 

□ 方法 平常点（実習への取組）50%、成果Ŝ50% 

□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

�テキスト・参考文献（資料）等� 

□ テキスト プリント「Ƣの基本ǘ合ľ」	

□ 参考文献	 『Ƣ型彫刻の技法』（î本正Ǔ	他、ƕ術出ś社）	

□ 参考資料 ブロンZ参考作品	
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�実[名� 制作ȉǺȊ 
�期 h� １ǽĪ１７日(ī) 〜１Ī３１日(金) 
�教 -� 彫刻Ĵ１、２、３ 
�担 当� 彫刻çğ教員 
�  ̀ j� 自己のテーマに基づいた作品制作  
�授業の概要� �テーマ� 作品テーマの創出と作品 	́

展示発表を前提とした制作のなかで、素材・技法への自己の適性を深く追究する。その過程で、自らのテーマ創

出と実験的・独創的な作品制作を積極的に試行し、彫刻表現の実際について学び表現の可能性を探る。	

�到達目標�  

・ 制作において、�体的にテーマを創出し、自ら課題を発見できる。 
・ 素材の特性を理解し、制作において実験的試行!できる。 
・ 自ら課題を解Ńし、自己のテーマにņ.て独創的な造形ċ考!できる。 
�授業計画・方法� 

１．制作A（課題）各分野の教員のėè後プレゼンテーション 
２．制作A（課題）素材の特性の理解と選択 
３．制作A（課題）素材・技法の£ĵƳ、素材研究 
４．制作A（課題）展示発表計画 
５．制作A（課題）作品講評（３年生展出品）	 	  
６．制作B	 �体的にテーマを創出し、各分野教員のėè後プレゼンテーション 
７．制作B	 ドローイング、マケット制作 
８．制作B	 素材・技法の選択 
９．制作B	 素材の特性のŶƺ 
10．制作B	 技法、工程のŶƺ 
11．制作B	 ĖĂ教員（素材・技法'とƫġ）とのディスOッション 
12．制作B	 素材研究、作�研究 
13．制作B	 制作工程、展示計画Ŷƺ 
14．制作B	 作品のä度と±果ĵƶ 
15．制作B	 �上げ、展示計画 
３年生展：全体講評 

�評価の方法・基準� 

□ 方法 平常点（制作への取組）40%、成果Ŝ（ドローイング、作品、レkート各２点）60%による総合評価 
□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

作品のÝ成度、独創性は評価する。	

�テキスト・参考文献（資料）等� 

□ 参考資料	 学生参考作品 
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■テーマ	 	 彫刻表現研究と卒業制作 

■授業概要 

自己のテーマを創出し、独創的で完成度のある作品表現を目標に、前・後学期別に計画を立てて展覧会発表を前提

に制作する。教員の彫刻家としての実務経験を背景にした指導により、社会での作品発表を念頭に具体的な方法論を

実践的に学ぶ。 
前・後学期中に制作した作品の中から卒業作品として提出する。 

■到達目標  

・ 制作において、主体的にテーマを創出し、自ら彫刻表現の課題を発見できる。 
・ 自ら課題を解決し、自己のテーマに沿って独創的な造形思考ができる。 
・ 自らの考えを論理的に記述し、口頭で発表できる。 
・ 卒業制作相当の質（高い完成度、説得性）、量（ボリューム、作品数）の作品を制作し、発表できる。 
■授業計画・方法 
１．作品構想：テーマの創出、素材・技法の研究（表現素材の特性を理解し構想する。） 
２．前期制作プレゼンテーション：作品構想（作品１点以上のドローイング複数枚、エスキース） 
３．作品コンセプトについて担当教員とのディスカッション 
４．制作に伴う作例研究、素材・技法の確認 
５．中間発表、展示計画確認 
６．高い完成度の追究 
７．4年生展（前期成果発表展）：講評、自己評価とディスカッション 
８．後期制作プレゼンテーション：エスキース・ドローイング複数枚の構想計画 
９．制作：表現素材の特性を理解する。 
10．制作：作品コンセプトについて担当教員とのディスカッション 
11．制作：素材・技法の確認、展示計画構想 
12．制作：中間発表１：作品コンセプトとの整合確認 
13．制作：作品の構造、表現の方法などの修正 
14．制作：中間発表２：作品コンセプトとの整合確認、フィニッシュワーク（密度等）の方向性確認 
15．制作：作品の完成度確認、作品展示計画決定 

卒展（成果発表展）：全体講評、自己評価とディスカッション 
■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む） 

・展覧会後に作品の写真等による記録作成を各自で行い、デッサン・ドローイング・試作・課外制作等の記録もあわせ

て学年末にポートフォリオとして提出する。 
■成績評価の方法・基準 

□ 方法	 平常点（制作への取組）30%、成果物70%による総合評価 
〈成果物〉作品２点以上，作品コンセプトシート（制作意図等），ドローイング１点（木炭紙大），ポートフォリオ 

□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 
■教科書・参考文献（資料）等 

□ 適宜、教示する。 
	  

科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

22411 彫刻Ⅳ 15単位 通年 ４ 実技 

波多野 泉 

河原 圭佑 

非常勤講師 

砂川 泰彦 

長尾 恵那 
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科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

22231 彫刻特論Ⅰ ２単位 通年 ２ 講義 

波多野 泉 

河原 圭佑 

非常勤講師 

砂川 泰彦 

長尾 恵那 

 

 

■テーマ  彫刻史概観	

■授業の概要 

彫刻表現について、素材・技法等の観点から美術史上の彫刻作品を中心に制作、修理等の実際を踏まえて考察する。	

実技実習及び演習の授業進行に合わせ、スライド、ビデオ、配付資料等を用いて彫刻の歴史及び理論の理解を深める

とともに、実際の彫刻制作へと繋げる。 
■到達目標  

・ 東西の彫刻の歴史の概要を理解し、適切に説明することができる。 
・ 彫刻を中心とした美術作品について、その背景と技法等を理解する。 
■授業計画・方法  

１．ガイダンス、アジアの造形１（地域と素材）：西アジア〜中央アジア〜中国先史〜殷・周（波多野） 
２．日本の彫刻：木彫史を中心に、「私的彫刻史年表」作成（長尾） 
３．オリエントの石彫（砂川） 
４．東南アジアの造形１：ミャンマー～タイ～ラオス～ベトナム（河原） 
５．近代以降の塑造：フランス・イタリア・日本を中心に（波多野） 
６．東大寺南大門：仁王像解体修理１（長尾） 
７．ルネサンス、バロックの石彫（砂川） 
８．東南アジアの造形２：タイの仏教彫刻（タイアートにおける漆喰素材）（河原） 
９．アジアの造形２（背景と主題）：秦・漢・三国・南北朝・隋・唐（波多野） 
10．東大寺南大門：仁王像解体修理２（長尾） 
11．アジア、日本、沖縄の石彫（砂川） 
12．東南アジアの造形３：タイの金属彫刻（銀素材の加工と表現)（河原） 
13．アジアの造形３（地域と表象）：高句麗・百済・新羅・高麗・日本の仏教彫刻（波多野） 
14．法隆寺宮大工西岡常一棟梁の仕事（長尾） 
15．身近な石造物：石彫、建造物「私の彫刻ノート（１）」発表（砂川） 
16．東南アジアの造形４：北タイ仏教彫刻とランナー芸術（河原） 
定期試験は実施しない。 

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む）	

・ 授業内で招聘講師として美術関係者等による特別講義がある。 
・ 東西彫刻史の比較研究を中心に自学自習を要する。（方法については適宜指示する。） 
・ 適宜レポートを課する。 
■成績評価の方法・基準 

□ 方法	 平常点（授業への取組）40%、レポート・口頭発表60%による総合評価 
□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

■教科書・参考文献（資料）等 

□ 教科書 『法隆寺を支えた木』（西岡常一,小原二郎,ＮＨＫ出版）(入手方法は指示する。)	

□ テキスト プリント「東大寺大仏」 

□ 参考文献	 『木の文化』（小原二郎，鹿島出版会）、『奈良六大寺大観	1〜14 巻』(岩波書店)、ＤＶＤ『甦る仁王』

(東大寺南大門「仁王像解体修理記録」)、ＤＶＤ『宮大工	 西岡常一の仕事』、『世界美術大全集』・『世界美術大全
集	東洋編』(小学館)、『タイ国家と文学』(吉岡みね子，渓水社)	、『ハリプンチャイ王国』（T.サンティ）、『アニメ

の像	 VS.	アートプロジェクト	 –	まちとアートの関係史』（竹田直樹，公人の友社）	他	
  

彫
　
刻

ー 69ー



科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

22331 彫刻特論� ２単位 通年 3 講義 

波多野 泉 

河原 圭佑 

非常勤講師 

砂川 泰彦 

長尾 恵那 

 

 
■テーマ  作品制作・発表の実際 
■授業の概要 

彫刻の表現、制作発表の実際について、実技実習の進行に合わせ、近代以降の美術史を踏まえ論考する。また、äØ

教¬の彫刻家としての実�ĸ験を背景にした授業により、作家、作�等の�体�を素材、技法、造形Ý考、表現、発表

のþßの観点から考察する。その上で、作品発表までのプロFスを自őするために、¢講者自らの制作の背景とÝ考の

文ĳ化を実šする。 
■到達目標  

・ 近現代の美術史を踏まえ、彫刻�野における多þな表現の実際を理解する。 
・ 彫刻表現について、自らの考えを論理的に記ŧし、口頭発表することができる。 
■授業計画・方法  

１．ガイダンス、表現と素材１：áÛ日本の彫刻を事�に（波多野） 
２．60年代アメリ>美術について：アースgークまで（砂川） 
３．表現と素材２：金属彫刻１ 	 技法（河原） 
４．日本の美術：明ć以降の高等教ņと社会の¢Â（長尾） 
５．作家論1（ž常�講師Ƌ美術家等） 
６．表現と素材３：現代日本の作家を事�に（波多野） 
７．野外での表現１：アースgーク（アメリ>、イ@リス）（砂川） 
８．表現と素材４：金属彫刻２ 	 作�から（河原） 
９．表現と素材５：長尾作品を事�に（長尾） 
10．表現と素材６：ニaー・XリティッCa・ス>ルプチaア、アルテ・ポーiェラ他を事�に（波多野） 
11．野外での表現２：UXリックアートのÇŶ 	 アメリ>（砂川） 
12．表現と素材７：現代のアメリ>の作家を事�に（河原） 
13．作家論２（ž常�講師Ƌ美術家等） 
14．表現と素材８：作家、作�研究（波多野） 
15．作家論３（ž常�講師Ƌ美術家等） 
16．表現と素材９：「私の彫刻ノート（２）」発表（砂川） 
17．表現と素材10：河原作品を事�に（河原） 
定期試験は実施しない。 

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む） 
・ 授業内で招聘講師として作家・美術関係者等による特別講義がある。 
・ テーマ�とに自学を要する。（方法については適宜指示する。） 
・ 適宜レポートを課する。 
■成績評価の方法・基準 

□ 方法 平常点（授業への取組）40%、レポート・研究課題・口頭発表60%による総合評価 
□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

■教科書・参考文献（資料）等 

□ 参考文献	『ĲŷにĚきる-日本のUXリックアート』、『SCULPTURE Inside Outsid』(Martin Friedman, Rizzoli 
International Pablications, Inc.)、『x日のイ@リス美術』（朝日新Ņ社）、『アルテ・ポーiェラ：Şしい芸術』（金
u直，Ŝ田Ð美術館）、『House/ Rachel Whiteread』(Phaidon Press)、『ŲŰ地Ò』(西Ēp，¸田出版)、『¯解
入門 ó新金属の基本がわかるť�-ÞŠ、加工、Ěě、表ſ�理の基ĩĥś-』（田中ª明，ĬªCステム）、
『Dia:Beacon』（Dia Art Foundation）他 
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■テーマ  日本、東洋古美術の研究 

■授業の概要 

主に近畿地方の仏教彫刻及び博物館等所蔵の優品の実地鑑賞と事前事後学習を通して、日本彫刻史を中心に日本・東

洋美術への理解を深める。 
■到達目標  

・ 日本の上代から中世までの仏教彫刻を中心に、その周辺の文化とともに概要を理解する。 
・ 事前事後学習、レポート等において、資料を適切に探索し、論理的に記述することができる。 
■授業計画・方法 

１．ガイダンス、日本彫刻史時代概説１：飛鳥，白鳳，天平 
２．日本彫刻史時代概説２：貞観〜藤原 
３．日本彫刻史時代概説３：鎌倉〜室町 
４．研究旅行（大阪）：国立国際美術館，国立民族学博物館 
５．研究旅行（滋賀）：善水寺，金剛輪寺，西明寺，渡岸寺，石道寺，己高閣 
６．研究旅行（洛北〜嵯峨〜太秦〜高尾）：大徳寺（真珠庵，弧逢庵），大報恩寺，竜安寺，広隆寺，神護寺 
７．研究旅行（洛中〜東山）：教王護国寺(東寺)，蓮華王院(三十三間堂)，養源院，東福寺，京都国立博物館， 
８．研究旅行（東山〜比叡）：六波羅蜜寺，延暦寺（国宝殿，根本中堂，文殊楼，釈迦堂 等） 
９．研究旅行（宇治〜奈良市）：平等院，興福寺，新薬師寺，白毫寺 
10．研究旅行（桜井，長谷，室生，南山城）：聖林寺，長谷寺，大野寺磨崖仏，室生寺，（室生山上公園芸術の森），円

成寺，(岩船寺)，浄瑠璃寺，(蟹満寺，観音寺) 
11．研究旅行（奈良市〜当麻）：東大寺（南大門，大仏殿，蓮弁登壇拝観，俊乗堂，法華堂，開山堂，二月堂，戒壇堂，

東大寺ミュージアム），（西大寺），秋篠寺，当麻寺 
12．研究旅行（天理〜飛鳥）：天理参考館，飛鳥資料館，飛鳥寺，亀形石造物，酒船石遺跡，岡寺，石舞台古墳，橘寺，

亀石，鬼の雪隠・俎，猿石，益田岩船 
13．研究旅行（斑鳩〜西の京）：法隆寺，中宮寺，法輪寺，法起寺，唐招提寺，薬師寺，（西大寺） 
14．研究旅行（奈良市）：元興寺，十輪院，奈良国立博物館 
15．まとめ 

	 	 定期試験は実施しない。	

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む）	

・ 事前に訪問拝観予定の仏像・藏品・建築・庭園等についての研究を行い、資料を作成し実地に臨む。 
・ 授業終了後にレポートを課する。 
■成績評価の方法・基準 

□ 方法	 平常点（本授業への取組）40%、レポート60%による総合評価 
□ 基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

レポートについて、自身の制作の視点による論考は高く評価する。 
■教科書・参考文献（資料）等 

□ 参考資料	『法隆寺を支えた木』（西岡常一,小原二郎,ＮＨＫ出版）、『奈良六大寺大観 第1〜14巻』(岩波書店)、『平
等院大観 第２巻 彫刻』（岩波書店）、『仏像図典』（佐和隆研，吉川弘文館）、ＤＶＤ『甦る仁王』・『宮大工 西岡常
一の仕事』・『日本の庭園』、『奈良の大仏 世界最大の鋳造仏（日本人はどのように建造物をつくってきたか）』(香
取忠彦，草思社) 他 

科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

22291 古美術研究 ４単位 後期 ２ 演習 彫刻専攻教員  

彫
　
刻

ー 71ー



  

	

	

■テーマ 様々な素材と様々な絵画技法（写真技法含む）による絵画制作	

■授業概要 

	 前半は、写真技法（フォトグラム）や様々 な絵画技法（直接表現・間接表現）による作品制作を行う。後半では、素材と技法の	

応用表現研究として、前半に制作した作品素材と各自が収集した身近な素材（自身の研究領域を含む）を制作材料とした絵画技法	

（コラージュ）による課題制作に取り組む。授業を通して、基礎的かつ一般的包括的な絵画表現について学ぶ。	

【到達目標】 

・様々 な絵画技法（写真技法含む。）を実践体験し、絵画表現について理解を深め作品制作を行うことができる。 

・素材と技法の応用表現研究となる課題制作について理解し絵画作品として表現することができる。	

・論理的に口頭での発表や記述を行うことができ、他者とのコミュニケーションを円滑に行うことができる。	

	

■授業計画・方法	

１.授業ガイダンス、写真技法（フォトグラム）の準備、説明	

２.写真技法（フォトグラム）による制作：撮影工程、素材の応用	

３.写真技法（フォトグラム）による制作：現像工程・停止工程・定着工程	

４.写真技法（フォトグラム）による制作：仕上げ、応用表現、完成	

５.様々 な絵画技法の準備、説明、制作：①フロッタージュ、②バチック	

６.様々 な絵画技法の準備、説明、制作：③デカルコマニー、④スパッタリング	

７.様々 な絵画技法の準備、説明、制作：⑤マーブリング	

８.様々 な絵画技法の準備、説明、制作：⑥モノタイプ	

９.課題「様々 な絵画技法及び写真技法による作品と身近な素材の再構成による絵画制作」準備、説明	

10.絵画技法（コラージュ）による課題制作：発想及び構想計画	

11.絵画技法（コラージュ）による課題制作：コンセプトの立案	

12.絵画技法（コラージュ）による課題制作：制作途中作品の中間チェック		

13.絵画技法（コラージュ）による課題制作：素材と技法の応用、展開	

14.絵画技法（コラージュ）による課題制作：仕上げ、完成、コメントペーパー作成	

15.ディスカッション会場設営、ディスカッション、成果作品及びコメントペーパー提出、片付け	

※定期試験は実施しない。	

	

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む） 

・実習時に必要となる身近な素材（自身の研究領域を含む）は各自で収集を行う。	

・受講に際して実習材料費を徴収します。※内訳は実習期間中に連絡し残額は返金します。	

■成績評価の方法・基準 

□方法 成果作品（フォトグラム作品、様々 な絵画技法による作品ファイル、課題作品）60％、平常点（制作の取り組み）40％	

	 	 	 	 による総合評価。	

□基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

■教科書・参考文献（資料）等 

□ テキスト 授業内にプリント「写真技法（フォトグラム）」、「様々な絵画技法」を配布する。 

 □ 参考文献	 『アートスクールシリーズ	 ミクストメディア	 用語と基礎知識』著者	 マイカル・ライト

(Michael Wright),訳者	 石関一夫,美術出版社,1995年 
□ 参考資料：学生参考作品 

 

科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

22121 絵画（彫） ２単位 前期 １ 演習 
髙﨑賀朗,関谷理, 

非常勤講師	
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科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名 

22208 工芸B 4単位・前期 ３ 演習 
山田 聡 

非常勤講師 

※平成29年度入学生（彫刻専攻）のみ受講可。	

■テーマ	

・工芸の素材、技法、工程とプロダクト制作	

■授業概要	

・基礎的かつ一般的包括的な工芸表現を学ぶ。本授業では、陶芸の成形から焼成までの工程を通して、工芸表現と

工芸におけるプロダクト制作についての理解を深める。併せて、工芸制作や工芸作品の鑑賞を通して、工芸表現と

美術表現の比較を行う。	

 		■到達目標	

・ 工芸における素材と技法・工程、道具や機器等の操作を理解し作品に表現できる。	

・ 工芸制作を通して、工芸の特性と量産の概念を理解する。	
・ 地域の伝統工芸の表現と、日本の工芸の伝統や文化、アジアの工芸について理解を深める。 
・ 授業への参加度、「素材と技法・工程」「工芸の特性と量産」の理解度、作品の完成度、 
・ 独創性を観点とする。	
■授業計画・方法	

1.	ガイダンス（生活の中の工芸	 用と美）	 工芸表現における石膏型制作について	

2.	タタラ成形法レクチュアー	 基礎制作	

3.	タタラ成形法	 用途に応じた制作	

4.	手びねりによる成型法レクチュアー	 基礎制作	

5.	手びねりによる成型法	 用途に応じた制作	

6.	石膏型制作解説	 型制作	

7.	石膏型を用いたプロダクト制作	

8.	電気窯・ガス窯等の焼成法のレクチャー	 作品乾燥	

9.	素焼き窯詰め	 焼成	

10.	素焼き窯出し	 釉薬の種類と施釉法	

11.	釉薬の種類と施釉法のレクチャー	

12.	施釉	

13.	工芸作品鑑賞（日本の伝統工芸と文化、アジアの工芸について）	

14.	本焼き焼成	

15.	窯出し	 清掃	 講評会（自己評価とディスカッション）	

定期試験は実施しない。	

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む）	

・受講際して実習材料費（2,000円）を徴収する。 

・受講定員は20名とし、先着順とする。（但し、教員免許状取得見込み者を優先）	

※		事前受付は陶芸分野学科室にて行う。定員に達し次第受付を終了する。	

■成績評価の方法・基準	

　方法	平常点(制作への取組)40%、成果作品(タタラ、手びねり、石膏型)60%により採点する。	

　基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

■教科書・参考文献（資料）等 

	 □教科書	

	 	 授業内に関係資料を配布する。	

 □参考文献（作品）	 	

	 	 「陶芸の土と窯焼き」大西政太郎著	 理工学社、学生参考作品		

■学生持参	 	

	 作業着（汚れても良い服装）、タオル、画材一式	
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科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

22132 美術解剖学Ⅰ(骨) 
2単位 前 

（集 中） 
1〜4 講義 布施 英利(非)  

 

■テーマ 人体のかたちを骨格から学ぶ 
■授業の概要 

人体についての講義です。美術の歴史では、人の体はいつも重要なモチーフでした。この講義では、人体の形と構

造についての解剖学講義をします。いちばん基本である骨格からはじめ、続いて筋肉について、さらには脂肪や皮膚

など生体について学ぶ前半の講義です。この「骨学」では、体幹、体肢、頭部などの骨格の形態と構造について、部

位別に、そして体系的に学びます。人体についての話のみでなく、芸術とのかかわりを重視し、おりにふれ美術につ

いても論じます。人体の形態と構造を学ぶことで、美に迫る知性と感性を磨くことを目指します。 
■到達目標 
・体幹の骨格について、その形態と構造を理解する。（人体を造形するための力とする。）	

・体肢の骨格について、その形態と構造を理解する。（手足を造形するための力とする。）	

・顔の骨格（＝頭蓋骨）について、その形態と構造を理解する。（頭部を造形するための力とする。）	

■授業計画・方法 
人体の形や構造をビジュアル的にも理解するため、言葉による説明だけでなく、解剖図や解剖の写真をスクリーン

に映しながら講義を進めます。主な講義内容は以下となります。 
Ⅰ.美術解剖学概論	 	 1)	 ヒトの見方 

2)	 解剖とは何か 
3)	 美術と解剖学 

Ⅱ.美術解剖学各論 
1.骨学	 	 	 	 	 	 	 1) 骨とは（骨と骨格、骨のつくり、関節など） 

2) 体幹の骨Ⅰ	 脊柱 
3) 体幹の骨Ⅱ	 胸郭 
4) 上肢の骨Ⅰ	 上肢帯 
5) 上肢の骨Ⅱ	 自由上肢 
6) 上肢の骨Ⅲ	 手の骨 
7) 下肢の骨Ⅰ	 下肢帯 
8) 下肢の骨Ⅱ	 自由下肢 
9) 下肢の骨Ⅲ	 足 
10) 頭蓋骨 

Ⅲ.まとめ	 	 	 	 	 	 	 1)	 骨格の動き 
2)	 全身の骨格 
3)	 まとめ、振り返り 
定期試験 

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む） 
講義用ノートを用意すること。授業に先立って、人体の造形（絵画・彫刻等）を各自で行い、授業により興味を持

つよう準備する。 
■成績評価の方法・基準 

□ 方法 平常点（授業への取組）20%、成果作品80%による総合評価	

□ 基準	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。（解剖学を学んだ

成果が、人体を造形するのに役立つ力となっているかを測る。）	

■教科書・参考文献（資料）等 

□ 参考文献（大学附属図書館、彫刻専攻学科室にある。） 

A・スンニョギイ(イラスト)，ギュルジイ・フェール，布施英利訳『イラストで学ぶ	 美術解剖学』グラフィック社、
Richer/Hale ”ARTSTIC ANATOMY” WATOSON GUPTILL 
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